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高知県立高知工業高等学校同窓会会則

◇はじめ

　私の高校生活は、サッカーに打ち込んだ 3 年

間でした。仲間と努力を重ね、選手権でベスト 4

入りを果たし、国体候補にも選ばれました。部

活動を通して身につけたチームワークは、今の

職場でも役立っています。入社 11 年目の今、多

くの後輩を指導しつつ、地元・高知を盛り上げ

たいと日々努力しています。しかし、地元に残

る若者が少なく、この状況を変える必要性を強

く感じています。

　本稿では私が勤めている「株式会社第一コン

サルタンツ」の魅力と私の社会人生活をご紹介

いたします。本会報を通じて、当社を含む高知

の企業の魅力を知っていただければ幸いです。

◇第一コンサルタンツとは

　当社は、道路やトンネル、橋、公園、川など

を安全で使いやすくするための調査や測量、設

計をする会社です。

　昭和 38 年にできた会社で、本社は高知市介良

にあります。社員数は144名です。社長は先輩（昭

和 45 年土木科卒）の右城猛（工学博士、技術士）

です。

◇福利厚生

　当社の大きな特徴は、福利厚生が充実してい

ることです。資格試験の受験費全額負担や合格

祝金など社員の成長をサポートしています。ま

た、結婚祝金や出産祝金など、社員が人生の節

目を迎える際にも温かい支援を行っています。

私も結婚祝金、新築祝い（アウトドア用椅子）

をいただきました。

◇社内行事

　当社の主な一年の行事は下記のとおりです。

　

　ボウリング大会は、みんなで楽しめる人気の

イベントです。部署の枠を超えて交流しながら、

チームワークを深めることができます。さらに、

豪華な景品も用意されています。

　高知ならではの「よさこい祭り」にも参加し

ており、当社一丸となって地域を盛り上げるよ

うに努めています。

　私の楽しみにしている社内行事は、社員旅行

です。費用は全額会社負担です。旅行先は海外、

国内と社員へのアンケートによって決まります。

海外旅行では、フランス、イタリア、ドイツ、

アメリカ、カナダ、オーストラリア、ハワイ、

グアム、シンガポール、中国、台湾に行ってい

ます。

　目的は、異国の文化や技術の視察、仕事の疲

れのリフレッシュ、社員同士の親睦を深めるこ

とです。新たな視点を得ることで、仕事に対す

るモチベーションやアイデアが広がるきっかけ

にもなります。

　家族同伴で参加することもできますから、新

婚旅行を兼ねて参加する社員もいます。

◇私の入社動機

　私は高校生のころから地元で働きたいと思っ

ていました。家族や友人が住んでいる高知に貢

献できる仕事がしたいと考えていたからです。

そんなとき、「高知を守る」ことを経営理念に掲

げた第一コンサルタンツの求人案内を知りまし

た。地元でいろいろなプロジェクトに参画して

活躍できる会社だと知り、とても興味を持ちま

した。さらに、1 つ上の先輩が「やりがいがあっ

て成長できる会社だよ」と教えてくれたことが、

会社を選ぶ決め手になりました。先輩の話を聞

いて、自分もここで成長したいと思ったからで

す。

　当社では社長を含め、高知工業高校卒の先輩

が様々な部署で活躍しています。仕事だけでな

く、社会人としての悩みも相談に乗ってくれる

心強い味方です。

◇成長できる環境づくり

　20 代から 30 代の若手社員が多く活躍している

職場です。同世代の仲間と意見を交換したり、

気軽に相談できる環境が整っているのが当社の

魅力です。さまざまな分野の先輩からサポート

を受けながら、みんなで助け合って成長できる

環境があります。困ったときには親身にサポー

トしてくれるので、誰もが安心して成長できま

す。

◇私の社会人生活

　私は現在、地盤技術部地質調査課に所属して

います。地質調査は、建物や橋を作るときに地

盤がどんな状態なのかを調べる大切な仕事です。

地震が起きたときに斜面が崩壊しないか、地盤

が液状化しないか、構造物が沈下や傾斜しない

か確認するための調査を行っています。ここか

らは、私の一日の仕事について、少しご紹介し

ます。

　地盤を調査し、その結果を分析する仕事は、

責任も大きいですが、その分やりがいがありま

す。自分が関わったプロジェクトが形になり、

地域の人々の安全・安心、便利さにつながるの

を実感できたときは、何にも代えがたい喜びに

なります。

　私のこれまでの歩みをご紹介します。入社後

の 3 年間は、先輩に教えてもらいながら、設計、

測量、地質調査の基本を一から学びました。3 年

目には測量士補の資格を取得しました。その後

も挑戦を続け、6 年目には技術士補の資格試験に

合格しました。資格を取得すると合格祝金、そ

して毎月資格手当をいただくことができます。

　プライベートでも充実した日々を過ごしてい

ます。7 年目に結婚し、翌年にはマイホームを建

てました。その次の年に結婚式を挙げました。

今年の 5 月には 1 児を出産予定で、新しい命を

迎える準備をしています。ワーク・ライフ・バ

ランスのとれた会社です。仕事と家庭を両立で

き、充実した生活を送っています。

◇おわりに

　当社は社会インフラを支える大切な役割を

担っています。高知工業高校で学んだ知識を活

かせる場面もあれば、実務を通じて学ぶことも

多い職場です。仕事を通じて自分を成長させ、

地域に貢献できます。皆さんの就職先候補の一

つとして選んでいただけることを願っています。

共に働ける日を楽しみにしています。
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同窓会活性化へのご協力のお願い同窓会活性化へのご協力のお願い

同窓会会長　右城　　猛（昭和45年土木科卒）

◇はじめ

　私の高校生活は、サッカーに打ち込んだ 3 年

間でした。仲間と努力を重ね、選手権でベスト 4

入りを果たし、国体候補にも選ばれました。部

活動を通して身につけたチームワークは、今の

職場でも役立っています。入社 11 年目の今、多

くの後輩を指導しつつ、地元・高知を盛り上げ

たいと日々努力しています。しかし、地元に残

る若者が少なく、この状況を変える必要性を強

く感じています。

　本稿では私が勤めている「株式会社第一コン

サルタンツ」の魅力と私の社会人生活をご紹介

いたします。本会報を通じて、当社を含む高知

の企業の魅力を知っていただければ幸いです。

◇第一コンサルタンツとは

　当社は、道路やトンネル、橋、公園、川など

を安全で使いやすくするための調査や測量、設

計をする会社です。

　昭和 38 年にできた会社で、本社は高知市介良

にあります。社員数は144名です。社長は先輩（昭

和 45 年土木科卒）の右城猛（工学博士、技術士）

です。

◇福利厚生

　当社の大きな特徴は、福利厚生が充実してい

ることです。資格試験の受験費全額負担や合格

祝金など社員の成長をサポートしています。ま

た、結婚祝金や出産祝金など、社員が人生の節

目を迎える際にも温かい支援を行っています。

私も結婚祝金、新築祝い（アウトドア用椅子）

をいただきました。

　令和6年度も残り少なくなりましたが、同窓会の

皆さまにおかれましてはお変わりなくお過ごしで

しょうか。日頃は同窓会活動にご理解とご協力を

賜り、御礼申し上げます。

　令和6年を振り返ると、1月1日に能登半島で地震

が発生し、関連死を含めて400名以上が亡くなりま

した。また、8月には日向灘で地震があり、初めて

南海トラフ地震臨時情報が発令されました。さら

に、9月には奥能登豪雨災害など、線状降水帯によ

る豪雨災害が全国各地で発生しました。四国では7

月に松山城の斜面が崩壊し、3名が亡くなりまし

た。

　被害に遭われた地域の方々のご無事をお祈り申

し上げるとともに、被災地の一日も早い復興と、

被災された皆さまの生活が一日も早く平穏に復す

ることを心よりお祈り申し上げます。

　

　同窓会の会長に就任して６年目になりますが、

同窓会の将来を考えた時、気になる点が二つあり

ます。

　一つは会計です。同窓会の収入は600万円で、ほ

とんどは在校生からの入会金と終身会費です。一

方、支出は1,100万円で、毎年500万円が不足してい

ます。100周年記念事業の余剰金を取り崩している

のですが、3年後には底をつきます。

　平成9年以降の卒業生については在学時に終身会

費をいただいていますが、平成8年以前の卒業生で

終身会費を納めている方は 3,751名です。未納の方

は終身会費2万円の納入をお願いします。

　寄付金の募集も行っていますので、何卒ご協力

のほどよろしくお願いします。

　会計破綻を防ぐにために経費削減が必要です。

総会を隔年開催にすることと、会報を隔年発刊に

することを理事会で決議しました。しかし、総会

を隔年開催にすると、参加者の減少が進むのでは

ないかと危惧しています。

　隔年開催に決定しましたが、会報や総会の議案

書への協賛広告を増やすなどして収入が増えれ

ば、これまで通り毎年開催にしたいと考えていま

す。会員の皆様のご理解とご協力を何卒よろしく

お願い致します。

　心配ごとの二つ目は、同窓会総会への参加者が

減っていることです。今年の参加者は161名で、そ

のうちの約半数は卒業から半世紀と四半世紀の会

員でした。

　参加者が少ない原因の一つは、総会の開催日が

会員に伝わっていないことにあります。総会の開

催日を会報とホームページで案内しているのです

が、これを見ていない人が多いようです。

　これまで、卒業から半世紀と四半世紀の方には

案内状を送っているのですが、来年からは半世

紀、四半世紀に加えて卒業5年、卒業10年、そして

土木科同窓会、県内支部会員の皆様にも案内状を

送付することにしました。

　二つ目の原因は開催日です。これまでは4月29日

に開催していましたが、ゴールデンウィークの中

日は予定が多く、参加しづらいという意見があり

ました。このため、6月の第１土曜日に開催を変更

しました。令和７年の総会は6月7日です。万象お

送り合わせの上、ぜひご出席ください。

　三つ目の原因として、同窓会役員の高齢化があ

るように思われます。令和７年は役員の改選期で

すので、役員の世代交代を図り、同窓会の若返り

を進めたいと考えています。

　会員の皆さまのご意見とお力添えをいただき、

同窓会の活性化に努めてまいります。どうかよろ

しくお願い申し上げます。

◇社内行事

　当社の主な一年の行事は下記のとおりです。

　

　ボウリング大会は、みんなで楽しめる人気の

イベントです。部署の枠を超えて交流しながら、

チームワークを深めることができます。さらに、

豪華な景品も用意されています。

　高知ならではの「よさこい祭り」にも参加し

ており、当社一丸となって地域を盛り上げるよ

うに努めています。

　私の楽しみにしている社内行事は、社員旅行

です。費用は全額会社負担です。旅行先は海外、

国内と社員へのアンケートによって決まります。

海外旅行では、フランス、イタリア、ドイツ、

アメリカ、カナダ、オーストラリア、ハワイ、

グアム、シンガポール、中国、台湾に行ってい

ます。

　目的は、異国の文化や技術の視察、仕事の疲

れのリフレッシュ、社員同士の親睦を深めるこ

とです。新たな視点を得ることで、仕事に対す

るモチベーションやアイデアが広がるきっかけ

にもなります。

　家族同伴で参加することもできますから、新

婚旅行を兼ねて参加する社員もいます。

◇私の入社動機

　私は高校生のころから地元で働きたいと思っ

ていました。家族や友人が住んでいる高知に貢

献できる仕事がしたいと考えていたからです。

そんなとき、「高知を守る」ことを経営理念に掲

げた第一コンサルタンツの求人案内を知りまし

た。地元でいろいろなプロジェクトに参画して

活躍できる会社だと知り、とても興味を持ちま

した。さらに、1 つ上の先輩が「やりがいがあっ

て成長できる会社だよ」と教えてくれたことが、

会社を選ぶ決め手になりました。先輩の話を聞

いて、自分もここで成長したいと思ったからで

す。

　当社では社長を含め、高知工業高校卒の先輩

が様々な部署で活躍しています。仕事だけでな

く、社会人としての悩みも相談に乗ってくれる

心強い味方です。

◇成長できる環境づくり

　20 代から 30 代の若手社員が多く活躍している

職場です。同世代の仲間と意見を交換したり、

気軽に相談できる環境が整っているのが当社の

魅力です。さまざまな分野の先輩からサポート

を受けながら、みんなで助け合って成長できる

環境があります。困ったときには親身にサポー

トしてくれるので、誰もが安心して成長できま

す。

◇私の社会人生活

　私は現在、地盤技術部地質調査課に所属して

います。地質調査は、建物や橋を作るときに地

盤がどんな状態なのかを調べる大切な仕事です。

地震が起きたときに斜面が崩壊しないか、地盤

が液状化しないか、構造物が沈下や傾斜しない

か確認するための調査を行っています。ここか

らは、私の一日の仕事について、少しご紹介し

ます。

　地盤を調査し、その結果を分析する仕事は、

責任も大きいですが、その分やりがいがありま

す。自分が関わったプロジェクトが形になり、

地域の人々の安全・安心、便利さにつながるの

を実感できたときは、何にも代えがたい喜びに

なります。

　私のこれまでの歩みをご紹介します。入社後

の 3 年間は、先輩に教えてもらいながら、設計、

測量、地質調査の基本を一から学びました。3 年

目には測量士補の資格を取得しました。その後

も挑戦を続け、6 年目には技術士補の資格試験に

合格しました。資格を取得すると合格祝金、そ

して毎月資格手当をいただくことができます。

　プライベートでも充実した日々を過ごしてい

ます。7 年目に結婚し、翌年にはマイホームを建

てました。その次の年に結婚式を挙げました。

今年の 5 月には 1 児を出産予定で、新しい命を

迎える準備をしています。ワーク・ライフ・バ

ランスのとれた会社です。仕事と家庭を両立で

き、充実した生活を送っています。

◇おわりに

　当社は社会インフラを支える大切な役割を

担っています。高知工業高校で学んだ知識を活

かせる場面もあれば、実務を通じて学ぶことも

多い職場です。仕事を通じて自分を成長させ、

地域に貢献できます。皆さんの就職先候補の一

つとして選んでいただけることを願っています。

共に働ける日を楽しみにしています。
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校長　北村　晋助

ご 挨 拶ご 挨 拶

   同窓生の皆様におかれましては、ますますご健

勝にてご活躍のことと存じ上げます。また、日ご

ろから母校の教育活動の充実・発展のためご支援・

ご協力を賜り、心から感謝申し上げます。

   同窓生の皆様がそれぞれの地域・職場でご活躍

されながら、常に母校に対しても気に掛けてくだ

さっていることに深く感謝しております。

   3 月には全日制 275 名、定時制 20 名の卒業生を

送り出し、卒業生総数も全定あわせて、31,437 名

となりました。また、4 月には全日制は 278 名、

定時 21 名が本校生徒として新たに入学し、現在、

全日制 813 名、定時制 55 名、計 868 名の生徒が、

学習や部活動などに頑張っています。

   さて、昨年度は新型コロナウィルス感染症が５

類に変更され、様々な教育活動ができるようにな

り、体育祭も５年ぶりに開催でき、来賓、保護者、

地域の皆さん、そして、同窓会の方々に多数来場

していただき、大変盛り上がった体育祭となりま

した。今年は文化祭を実施し、コロナ禍で開催し

た一昨年のような入場制限もなく、天気もとても

良く、多くの来場者があり、催しものも多彩で、

大変にぎわった文化祭となりました。

　本年度も、進路保障、資格取得、部活動や研究
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◇はじめ

　私の高校生活は、サッカーに打ち込んだ 3 年

間でした。仲間と努力を重ね、選手権でベスト 4

入りを果たし、国体候補にも選ばれました。部

活動を通して身につけたチームワークは、今の

職場でも役立っています。入社 11 年目の今、多

くの後輩を指導しつつ、地元・高知を盛り上げ

たいと日々努力しています。しかし、地元に残

る若者が少なく、この状況を変える必要性を強

く感じています。

　本稿では私が勤めている「株式会社第一コン

サルタンツ」の魅力と私の社会人生活をご紹介

いたします。本会報を通じて、当社を含む高知

の企業の魅力を知っていただければ幸いです。

◇第一コンサルタンツとは

　当社は、道路やトンネル、橋、公園、川など

を安全で使いやすくするための調査や測量、設

計をする会社です。

　昭和 38 年にできた会社で、本社は高知市介良

にあります。社員数は144名です。社長は先輩（昭

和 45 年土木科卒）の右城猛（工学博士、技術士）

です。

◇福利厚生

　当社の大きな特徴は、福利厚生が充実してい

ることです。資格試験の受験費全額負担や合格

祝金など社員の成長をサポートしています。ま

た、結婚祝金や出産祝金など、社員が人生の節

目を迎える際にも温かい支援を行っています。

私も結婚祝金、新築祝い（アウトドア用椅子）

をいただきました。

◇社内行事

　当社の主な一年の行事は下記のとおりです。

　

　ボウリング大会は、みんなで楽しめる人気の

イベントです。部署の枠を超えて交流しながら、

チームワークを深めることができます。さらに、

豪華な景品も用意されています。

　高知ならではの「よさこい祭り」にも参加し

ており、当社一丸となって地域を盛り上げるよ

うに努めています。

　私の楽しみにしている社内行事は、社員旅行

です。費用は全額会社負担です。旅行先は海外、

国内と社員へのアンケートによって決まります。

海外旅行では、フランス、イタリア、ドイツ、

アメリカ、カナダ、オーストラリア、ハワイ、

グアム、シンガポール、中国、台湾に行ってい

ます。

　目的は、異国の文化や技術の視察、仕事の疲

れのリフレッシュ、社員同士の親睦を深めるこ

とです。新たな視点を得ることで、仕事に対す

るモチベーションやアイデアが広がるきっかけ

にもなります。

　家族同伴で参加することもできますから、新

婚旅行を兼ねて参加する社員もいます。

◇私の入社動機

　私は高校生のころから地元で働きたいと思っ

ていました。家族や友人が住んでいる高知に貢

献できる仕事がしたいと考えていたからです。

そんなとき、「高知を守る」ことを経営理念に掲

げた第一コンサルタンツの求人案内を知りまし

た。地元でいろいろなプロジェクトに参画して

活躍できる会社だと知り、とても興味を持ちま

した。さらに、1 つ上の先輩が「やりがいがあっ

て成長できる会社だよ」と教えてくれたことが、

会社を選ぶ決め手になりました。先輩の話を聞

いて、自分もここで成長したいと思ったからで

す。

　当社では社長を含め、高知工業高校卒の先輩

が様々な部署で活躍しています。仕事だけでな

く、社会人としての悩みも相談に乗ってくれる

心強い味方です。

◇成長できる環境づくり

　20 代から 30 代の若手社員が多く活躍している

職場です。同世代の仲間と意見を交換したり、

気軽に相談できる環境が整っているのが当社の

魅力です。さまざまな分野の先輩からサポート

を受けながら、みんなで助け合って成長できる

環境があります。困ったときには親身にサポー

トしてくれるので、誰もが安心して成長できま

す。

◇私の社会人生活

　私は現在、地盤技術部地質調査課に所属して

います。地質調査は、建物や橋を作るときに地

盤がどんな状態なのかを調べる大切な仕事です。

地震が起きたときに斜面が崩壊しないか、地盤

が液状化しないか、構造物が沈下や傾斜しない

か確認するための調査を行っています。ここか

らは、私の一日の仕事について、少しご紹介し

ます。

　地盤を調査し、その結果を分析する仕事は、

責任も大きいですが、その分やりがいがありま

す。自分が関わったプロジェクトが形になり、

地域の人々の安全・安心、便利さにつながるの

を実感できたときは、何にも代えがたい喜びに

なります。

　私のこれまでの歩みをご紹介します。入社後

の 3 年間は、先輩に教えてもらいながら、設計、

測量、地質調査の基本を一から学びました。3 年

目には測量士補の資格を取得しました。その後

も挑戦を続け、6 年目には技術士補の資格試験に

合格しました。資格を取得すると合格祝金、そ

して毎月資格手当をいただくことができます。

　プライベートでも充実した日々を過ごしてい

ます。7 年目に結婚し、翌年にはマイホームを建

てました。その次の年に結婚式を挙げました。

今年の 5 月には 1 児を出産予定で、新しい命を

迎える準備をしています。ワーク・ライフ・バ

ランスのとれた会社です。仕事と家庭を両立で

き、充実した生活を送っています。

◇おわりに

　当社は社会インフラを支える大切な役割を

担っています。高知工業高校で学んだ知識を活

かせる場面もあれば、実務を通じて学ぶことも

多い職場です。仕事を通じて自分を成長させ、

地域に貢献できます。皆さんの就職先候補の一

つとして選んでいただけることを願っています。

共に働ける日を楽しみにしています。

－ 2 －

全国大会出場駅伝チーム

＜文化祭の様子＞
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角田（旧森沢）和夫

令和 6年度　講演内容令和 6年度　講演内容

　角田　和夫と申します。昭和 46 年機械科卒でご

ざいます。この度は講師としてお招きいただき、

ありがとうございました。

　私達の世代の学校教育は、学校の成績が良けれ

ば、良い大学に入学でき、良い会社に就職できる。

そして幸福になれる。だから人より良い点数をみ

たいな圧力が家庭内にもありました。私は小学校

高学年の頃から、人前に出ると極度に緊張して赤

面する赤面恐怖症だったのです。友人も作れなく

て当時はなんか特別な人間ではないかと真剣に悩

みました。ですから自分の目の前に大きな壁を感

じ、将来の夢や目的など持てなかったのです。高

校生になると悩みは加速するように強くなり、ス

トレス発散のためラグビー部に所属、また宗教に

も頼ったりで時が流れ、結局悩みが解決できない

まま何とか卒業。流れのままに香川県にあるクレー

ン会社に就職できました。3ヶ月本社で研修後、

大阪西区にある営業所に転勤させられました。そ

れからです。地獄の始まりが。直属の上司が私に

徹底的に罵声を吐いたり、毎日脅迫に近い言葉で、

ののしってくる。あまりの常軌を逸した侮辱に自

尊心を随分傷付けられました。2～3ヶ月の時が流

れ、もう仕事をする精神状態ではなくなってしま

いました。退職せざるを得ない状態となりました。

で退職。その時ひどい神経症（ノイローゼ）になっ

てしまいました。兄は大学の写真部に所属してい

たので、私のそんな状態を心配して、アルバイト

で買った Nikon の一眼レフカメラをくれて写真を

するのを勧めてくれました。それから写真人生の

始まりです。そうして 30 歳くらいまでは、仕事を

しながら写真活動を続けました。1984 年、実父が

癌により他界しました。他界しますと、生存中の

父の余韻が付きまとい、また、その頃運悪く職場

の人間関係も悪く、かなりストレスが溜まってし

まいました。当時、目に入れても痛くない、可愛

い 2 人の女の子が居りまして、ストレスで人相ま

で悪くなった私の顔を見て「父さん怖い」と泣き

出しました。それが大変ショックで、何とかした

くて、その溜まったストレスを吐き出すように、

赤外線フィルムを使って「土佐の夜」に目を向け

始めました。子供が寝静まった頃に、高知市やそ

の郊外で植物などを取りながら、溜まったストレ

スを禅のように、瞑想的に取り始めたわけです。

その頃から本格的に写真作家活動をするようにな

りました。そして 1995 年には高知県から 1999 年

には文化庁から NY に派遣させていただき、それ

をきっかけに芸術家を尊敬してくれる NY などに

度々足を運ぶようになりました。72 歳となりまし

たが、世界レベルで、どれくらい走れるか挑戦し

たいと思っています。

◇はじめ

　私の高校生活は、サッカーに打ち込んだ 3 年

間でした。仲間と努力を重ね、選手権でベスト 4

入りを果たし、国体候補にも選ばれました。部

活動を通して身につけたチームワークは、今の

職場でも役立っています。入社 11 年目の今、多

くの後輩を指導しつつ、地元・高知を盛り上げ

たいと日々努力しています。しかし、地元に残

る若者が少なく、この状況を変える必要性を強

く感じています。

　本稿では私が勤めている「株式会社第一コン

サルタンツ」の魅力と私の社会人生活をご紹介

いたします。本会報を通じて、当社を含む高知

の企業の魅力を知っていただければ幸いです。

◇第一コンサルタンツとは

　当社は、道路やトンネル、橋、公園、川など

を安全で使いやすくするための調査や測量、設

計をする会社です。

　昭和 38 年にできた会社で、本社は高知市介良

にあります。社員数は144名です。社長は先輩（昭

和 45 年土木科卒）の右城猛（工学博士、技術士）

です。

◇福利厚生

　当社の大きな特徴は、福利厚生が充実してい

ることです。資格試験の受験費全額負担や合格

祝金など社員の成長をサポートしています。ま

た、結婚祝金や出産祝金など、社員が人生の節

目を迎える際にも温かい支援を行っています。

私も結婚祝金、新築祝い（アウトドア用椅子）

をいただきました。

1952年
1971年
1983年
1995年
1999年
2002年
2004年
2014-16年　
2020年　

高知県高知市生まれ
高知県立高知工業高等学校機械科卒業
大阪写真専門学院卒業
高知県自主企画でNY研修
文化庁派遣芸術家在外研修員として国際写真センター（NY）で研修
第11回林忠彦賞受賞
IPA国際写真賞プロフェッショナル部写真集部門2位
デ・ラ・サール大学（マニラ）にて写真指導
よんでん芸術文化賞受賞

プロフィール 角田（すみだ）和夫

　写真と私の人生

現在、高知県南国市在住
JPA 日本写真作家協会会員

◇社内行事

　当社の主な一年の行事は下記のとおりです。

　

　ボウリング大会は、みんなで楽しめる人気の

イベントです。部署の枠を超えて交流しながら、

チームワークを深めることができます。さらに、

豪華な景品も用意されています。

　高知ならではの「よさこい祭り」にも参加し

ており、当社一丸となって地域を盛り上げるよ

うに努めています。

　私の楽しみにしている社内行事は、社員旅行

です。費用は全額会社負担です。旅行先は海外、

国内と社員へのアンケートによって決まります。

海外旅行では、フランス、イタリア、ドイツ、

アメリカ、カナダ、オーストラリア、ハワイ、

グアム、シンガポール、中国、台湾に行ってい

ます。

　目的は、異国の文化や技術の視察、仕事の疲

れのリフレッシュ、社員同士の親睦を深めるこ

とです。新たな視点を得ることで、仕事に対す

るモチベーションやアイデアが広がるきっかけ

にもなります。

　家族同伴で参加することもできますから、新

婚旅行を兼ねて参加する社員もいます。

◇私の入社動機

　私は高校生のころから地元で働きたいと思っ

ていました。家族や友人が住んでいる高知に貢

献できる仕事がしたいと考えていたからです。

そんなとき、「高知を守る」ことを経営理念に掲

げた第一コンサルタンツの求人案内を知りまし

た。地元でいろいろなプロジェクトに参画して

活躍できる会社だと知り、とても興味を持ちま

した。さらに、1 つ上の先輩が「やりがいがあっ

て成長できる会社だよ」と教えてくれたことが、

会社を選ぶ決め手になりました。先輩の話を聞

いて、自分もここで成長したいと思ったからで

す。

　当社では社長を含め、高知工業高校卒の先輩

が様々な部署で活躍しています。仕事だけでな

く、社会人としての悩みも相談に乗ってくれる

心強い味方です。

◇成長できる環境づくり

　20 代から 30 代の若手社員が多く活躍している

職場です。同世代の仲間と意見を交換したり、

気軽に相談できる環境が整っているのが当社の

魅力です。さまざまな分野の先輩からサポート

を受けながら、みんなで助け合って成長できる

環境があります。困ったときには親身にサポー

トしてくれるので、誰もが安心して成長できま

す。

◇私の社会人生活

　私は現在、地盤技術部地質調査課に所属して

います。地質調査は、建物や橋を作るときに地

盤がどんな状態なのかを調べる大切な仕事です。

地震が起きたときに斜面が崩壊しないか、地盤

が液状化しないか、構造物が沈下や傾斜しない

か確認するための調査を行っています。ここか

らは、私の一日の仕事について、少しご紹介し

ます。

　地盤を調査し、その結果を分析する仕事は、

責任も大きいですが、その分やりがいがありま

す。自分が関わったプロジェクトが形になり、

地域の人々の安全・安心、便利さにつながるの

を実感できたときは、何にも代えがたい喜びに

なります。

　私のこれまでの歩みをご紹介します。入社後

の 3 年間は、先輩に教えてもらいながら、設計、

測量、地質調査の基本を一から学びました。3 年

目には測量士補の資格を取得しました。その後

も挑戦を続け、6 年目には技術士補の資格試験に

合格しました。資格を取得すると合格祝金、そ

して毎月資格手当をいただくことができます。

　プライベートでも充実した日々を過ごしてい

ます。7 年目に結婚し、翌年にはマイホームを建

てました。その次の年に結婚式を挙げました。

今年の 5 月には 1 児を出産予定で、新しい命を

迎える準備をしています。ワーク・ライフ・バ

ランスのとれた会社です。仕事と家庭を両立で

き、充実した生活を送っています。

◇おわりに

　当社は社会インフラを支える大切な役割を

担っています。高知工業高校で学んだ知識を活

かせる場面もあれば、実務を通じて学ぶことも

多い職場です。仕事を通じて自分を成長させ、

地域に貢献できます。皆さんの就職先候補の一

つとして選んでいただけることを願っています。

共に働ける日を楽しみにしています。

－ 4 －



◇はじめ

　私の高校生活は、サッカーに打ち込んだ 3 年

間でした。仲間と努力を重ね、選手権でベスト 4

入りを果たし、国体候補にも選ばれました。部

活動を通して身につけたチームワークは、今の

職場でも役立っています。入社 11 年目の今、多

くの後輩を指導しつつ、地元・高知を盛り上げ

たいと日々努力しています。しかし、地元に残

る若者が少なく、この状況を変える必要性を強

く感じています。

　本稿では私が勤めている「株式会社第一コン

サルタンツ」の魅力と私の社会人生活をご紹介

いたします。本会報を通じて、当社を含む高知

の企業の魅力を知っていただければ幸いです。

◇第一コンサルタンツとは

　当社は、道路やトンネル、橋、公園、川など

を安全で使いやすくするための調査や測量、設

計をする会社です。

　昭和 38 年にできた会社で、本社は高知市介良

にあります。社員数は144名です。社長は先輩（昭

和 45 年土木科卒）の右城猛（工学博士、技術士）

です。

◇福利厚生

　当社の大きな特徴は、福利厚生が充実してい

ることです。資格試験の受験費全額負担や合格

祝金など社員の成長をサポートしています。ま

た、結婚祝金や出産祝金など、社員が人生の節

目を迎える際にも温かい支援を行っています。

私も結婚祝金、新築祝い（アウトドア用椅子）

をいただきました。

1988年
1989年
1995年
1997年
2001年
2002年

2004年
2005年

2010年
2013年　
2014年　
2016年
2019年
2020年

「満月の夜」コダック・フォトサロン（東京）他
「土佐深夜日記」銀座ニコンサロン（東京）
「追憶の旅̶旧・満州へ」　富士フォトサロン・プロスペース（東京）他
「散歩の風景̶私の見たニューヨーク」コニカプラザ（東京）他
「ニューヨーク地下鉄ストーリー」新宿ニコンサロン（東京）他
  第11回林忠彦賞受賞記念写真展「ニューヨーク地下鉄ストーリー」
  徳山市美術博物館（現・周南市美術博物館）他
「シベリアへの旅路̶我が父への想い」コダックフォトサロン
「New York Days, New York Nights」OKハリス・ワークス・オブ・アート（NY）
「Vladivostok Daytime」 アルカギャラリー（ウラジオストック）
「My journey to Siberia」コダック・フォトサロン
「Notes from Underground Memories of My Uncle」ローレンス・ミラー・ギャラリー（NY）
「Sensation of Light」ウラジオストック国立経済サービス大学（ウラジオストック）
「マニラ深夜日記」ソニーイメージングギャラリー銀座（東京）
「New York Night and Day」ソニーイメージングギャラリー銀座（東京）
「哀糸豪竹」リコーイメージングスクエア銀座ギャラリーAWP(東京)

主な個展

2002年
2006年
2011年
2012年
2013年

2014年　
2015年
2016年　
2017年

2019年

2021年
2023年

「NO BORDER#2」高知県立美術館
「宮崎進＆角田和夫二人展シベリアから平和を考える」香美市立美術館（高知）
「New York Offer」 ARLATINO　(アルル)
  アートフェア「Paris Photo」（パリ）※2013年,14年,15年,19年,出品
  アートフェア「The Photography Show presented by AIPAD」NY
　　　　　   ※ 2015年,16年,18年,19年,22年,23年,出品
  アートフェア「EXPO CHICAGO」（シカゴ）※2014,2015,2017出品
「Small Things Considered」 ローレンス・ミラー・ギャラリー
  ビューロー・オブ・ジェネラル・サービシーズ・クィア・ディヴィジョン（NY）にてスライドショー
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アメリカ、カナダ、オーストラリア、ハワイ、

グアム、シンガポール、中国、台湾に行ってい

ます。

　目的は、異国の文化や技術の視察、仕事の疲

れのリフレッシュ、社員同士の親睦を深めるこ

とです。新たな視点を得ることで、仕事に対す

るモチベーションやアイデアが広がるきっかけ

にもなります。

　家族同伴で参加することもできますから、新

婚旅行を兼ねて参加する社員もいます。

◇私の入社動機

　私は高校生のころから地元で働きたいと思っ

ていました。家族や友人が住んでいる高知に貢

献できる仕事がしたいと考えていたからです。

そんなとき、「高知を守る」ことを経営理念に掲

げた第一コンサルタンツの求人案内を知りまし

た。地元でいろいろなプロジェクトに参画して

活躍できる会社だと知り、とても興味を持ちま

した。さらに、1 つ上の先輩が「やりがいがあっ

て成長できる会社だよ」と教えてくれたことが、

会社を選ぶ決め手になりました。先輩の話を聞

いて、自分もここで成長したいと思ったからで

す。

　当社では社長を含め、高知工業高校卒の先輩

が様々な部署で活躍しています。仕事だけでな

く、社会人としての悩みも相談に乗ってくれる

心強い味方です。

◇成長できる環境づくり

　20 代から 30 代の若手社員が多く活躍している

職場です。同世代の仲間と意見を交換したり、

気軽に相談できる環境が整っているのが当社の

魅力です。さまざまな分野の先輩からサポート

を受けながら、みんなで助け合って成長できる

環境があります。困ったときには親身にサポー

トしてくれるので、誰もが安心して成長できま

す。

◇私の社会人生活

　私は現在、地盤技術部地質調査課に所属して

います。地質調査は、建物や橋を作るときに地

盤がどんな状態なのかを調べる大切な仕事です。

地震が起きたときに斜面が崩壊しないか、地盤

が液状化しないか、構造物が沈下や傾斜しない

か確認するための調査を行っています。ここか

らは、私の一日の仕事について、少しご紹介し

ます。

　地盤を調査し、その結果を分析する仕事は、

責任も大きいですが、その分やりがいがありま

す。自分が関わったプロジェクトが形になり、

地域の人々の安全・安心、便利さにつながるの

を実感できたときは、何にも代えがたい喜びに

なります。

　私のこれまでの歩みをご紹介します。入社後

の 3 年間は、先輩に教えてもらいながら、設計、

測量、地質調査の基本を一から学びました。3 年

目には測量士補の資格を取得しました。その後

も挑戦を続け、6 年目には技術士補の資格試験に

合格しました。資格を取得すると合格祝金、そ

して毎月資格手当をいただくことができます。

　プライベートでも充実した日々を過ごしてい

ます。7 年目に結婚し、翌年にはマイホームを建

てました。その次の年に結婚式を挙げました。

今年の 5 月には 1 児を出産予定で、新しい命を

迎える準備をしています。ワーク・ライフ・バ

ランスのとれた会社です。仕事と家庭を両立で

き、充実した生活を送っています。

◇おわりに

　当社は社会インフラを支える大切な役割を

担っています。高知工業高校で学んだ知識を活

かせる場面もあれば、実務を通じて学ぶことも

多い職場です。仕事を通じて自分を成長させ、

地域に貢献できます。皆さんの就職先候補の一

つとして選んでいただけることを願っています。

共に働ける日を楽しみにしています。
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　　　　　　当社の福利厚生

●雇用保険●労災保険●健康保険

●厚生年金保険

●団体 3大疾病保障保険

●総合生活保険 ( 長期休業補償制度 )

●退職金制度●厚生年金基金●社員持株制度

●奨学金制度●海外研修制度●進学支援制度

●永年勤続表彰●優秀社員表彰●結婚祝金

●出産祝金●小学校入学祝金

●資格取得支援●スキルアップ研修

●社員旅行
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いたします。本会報を通じて、当社を含む高知
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にあります。社員数は144名です。社長は先輩（昭

和 45 年土木科卒）の右城猛（工学博士、技術士）
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をいただきました。
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　　　　　　社内行事

  1 月　社長年頭訓示、初詣、絵馬奉納

  3 月　期末ボーナス支給

  4 月　入社式

  5 月　社員旅行

  6 月　夏期ボーナス支給

  7 月　経営方針発表会、ボウリング大会

  8 月　よさこい鳴子踊り

  9 月　社内研究発表会

12月　冬期ボーナス支給、忘年会
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豪華な景品も用意されています。

　高知ならではの「よさこい祭り」にも参加し

ており、当社一丸となって地域を盛り上げるよ

うに努めています。

　私の楽しみにしている社内行事は、社員旅行

です。費用は全額会社負担です。旅行先は海外、

国内と社員へのアンケートによって決まります。

海外旅行では、フランス、イタリア、ドイツ、

アメリカ、カナダ、オーストラリア、ハワイ、

グアム、シンガポール、中国、台湾に行ってい

ます。

　目的は、異国の文化や技術の視察、仕事の疲

れのリフレッシュ、社員同士の親睦を深めるこ

とです。新たな視点を得ることで、仕事に対す

るモチベーションやアイデアが広がるきっかけ

にもなります。

　家族同伴で参加することもできますから、新

婚旅行を兼ねて参加する社員もいます。

◇私の入社動機

　私は高校生のころから地元で働きたいと思っ

ていました。家族や友人が住んでいる高知に貢

献できる仕事がしたいと考えていたからです。

そんなとき、「高知を守る」ことを経営理念に掲

げた第一コンサルタンツの求人案内を知りまし

た。地元でいろいろなプロジェクトに参画して

活躍できる会社だと知り、とても興味を持ちま

した。さらに、1 つ上の先輩が「やりがいがあっ

て成長できる会社だよ」と教えてくれたことが、

会社を選ぶ決め手になりました。先輩の話を聞

いて、自分もここで成長したいと思ったからで

す。

　当社では社長を含め、高知工業高校卒の先輩

が様々な部署で活躍しています。仕事だけでな

く、社会人としての悩みも相談に乗ってくれる

心強い味方です。

◇成長できる環境づくり

　20 代から 30 代の若手社員が多く活躍している

職場です。同世代の仲間と意見を交換したり、

気軽に相談できる環境が整っているのが当社の

魅力です。さまざまな分野の先輩からサポート

を受けながら、みんなで助け合って成長できる

環境があります。困ったときには親身にサポー

トしてくれるので、誰もが安心して成長できま

す。

◇私の社会人生活

　私は現在、地盤技術部地質調査課に所属して

います。地質調査は、建物や橋を作るときに地

盤がどんな状態なのかを調べる大切な仕事です。

地震が起きたときに斜面が崩壊しないか、地盤

が液状化しないか、構造物が沈下や傾斜しない

か確認するための調査を行っています。ここか

らは、私の一日の仕事について、少しご紹介し

ます。

　地盤を調査し、その結果を分析する仕事は、

責任も大きいですが、その分やりがいがありま

す。自分が関わったプロジェクトが形になり、

地域の人々の安全・安心、便利さにつながるの

を実感できたときは、何にも代えがたい喜びに

なります。

　私のこれまでの歩みをご紹介します。入社後

の 3 年間は、先輩に教えてもらいながら、設計、

測量、地質調査の基本を一から学びました。3 年

目には測量士補の資格を取得しました。その後

も挑戦を続け、6 年目には技術士補の資格試験に

合格しました。資格を取得すると合格祝金、そ

して毎月資格手当をいただくことができます。

　プライベートでも充実した日々を過ごしてい

ます。7 年目に結婚し、翌年にはマイホームを建

てました。その次の年に結婚式を挙げました。

今年の 5 月には 1 児を出産予定で、新しい命を

迎える準備をしています。ワーク・ライフ・バ

ランスのとれた会社です。仕事と家庭を両立で

き、充実した生活を送っています。

◇おわりに

　当社は社会インフラを支える大切な役割を

担っています。高知工業高校で学んだ知識を活

かせる場面もあれば、実務を通じて学ぶことも

多い職場です。仕事を通じて自分を成長させ、

地域に貢献できます。皆さんの就職先候補の一

つとして選んでいただけることを願っています。

共に働ける日を楽しみにしています。

　株式会社轟組を紹介いたします。

　私は、昭和 63 年 4 月に轟組へ入社し、トンネル工事を担当してきました。

　現在は、専務取締役として管理部門を統括する立場で仕事をさせて頂いております。

　弊社は「土木」「港湾」「建築」の 3 つの分野において、高知県内を中心に全国

各地で施工を行う総合建設業の会社です。令和 8年には 80 周年を迎えます。

　創業したのは太平洋戦争が終戦して半年経った頃。

　学友だった 3 名の創業者が、荒廃した高知の復興に向けて立ち上がり、轟組が

スタートしました。

　『轟組』という社名は、この創業者 3 人を 3 つの車に見立て、お互いの力と技

を結集して“轟”とし、『力強く天下にとどろき渡れ』との願いも込められています。

◇施工内容と現場社員の役割◇

　「土木」においては特にトンネル工事の実績が高

く評価され、高知県内の公共工事をはじめ、高い

技術が求められる大手ゼネコンのパートナーとし

て全国各地からの要望に応えています。また、高

知県内や四国エリアの主要な道路、橋梁、護岸工

事も数多く手掛けており、安心・安全な暮らしに

欠かせないインフラを支えています。

　港湾」では、自社で所有している大型・

中型のクレーン船により、大規模な海洋

工事から、多目的な湾岸作業まで幅広く

対応。技術面ではもちろん、安全性の高

い工法も評価され、全国各地から引き合

いをいただいています。

　「建築」においても、公共施設、文化・

教育施設、防災施設、医療施設、商業施設、

社屋・工場、一般住宅など幅広い分野で

事業を展開。近年では高知県のランド

マークとなるデザイン性の高い建築物や

マンションなども手掛け、より多くの

シーンで弊社の技術が注目を集めていま

す。

　現場を担当する社員は、これらの受注工事現場で施工管理業務に携わります。配属現場

に直行直帰、勤務時間は 8時から 17 時です。

　「施工管理」とは、簡潔にいえば工事に関わる内容の管理・監督を行うこと。

　具体的には、施工計画を策定し、詳細な工程表をもとに工期までに工事を完成まで管理

する「工程管理」、工事で発生する人件費や材料費といった経費を計算し、予算内に収め

る「原価管理」、設計図や仕様書に記載された品質基準を満たすように管理する「品質管理」、

建設現場での作業が安全に行われるように管理する「安全管理」など、内容は多岐に渡り

ます。

　私たちは工事を施工する責任者として、発注者や工事関係者との綿密な打ち合わせ、作

業への指示や説明などを行う必要がありますので、経験年数が短いうちは、配属された現

場で正しい知識や技術を学び、自分が責任者として現場を受け持つことが出来るように、

土木や建築の「施工管理技士」の資格取得を目指します。現場代理人や監理技術者として

働く社員は、それまでに培ってきた知識と技術、新しい工法や資機材などを取り入れ、品

質向上や現場内で働く人が気持ちよく働いてもらうための環境づくりに努めています。
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◇現在とこれから◇

　近年、若手社員を中心に、ドローンや携帯端末・衛星

通信を利用した 3 次元測量や、タブレット端末などのア

プリケーションを活用した業務効率化を進めています。

　また、弊社では令和 6 年に現場で働く男性社員が育児

休業を初めて取得。子育てや介護を行う社員も多く、子

の看護休暇や介護休暇の時間単位での取得、時短勤務を

利用するなど柔軟な働き方が出来ます。

　資格取得時の費用補填や合格祝金の支給、新技術導入

時の講習、作業服の男女兼用化、法を上回る日数での子

の看護・介護休暇の社則制定など、時代や社員の要望に

合わせて、これまでも柔軟に変革を繰り返してきました。

　100 周年を迎えるのは今の 20 代社員が現場の最前線で

活躍する 20 年後。次の 20 年を担うみなさんには当社の

一員としての自覚を持ち、真面目に、正直に、一生懸命に、

仕事にもお客さまにも、そして自分とも向き合いながら

業務に取り組んでいただきたいと願っています。

　社員が今後もずっと長く安心して活躍できるように、

働きやすい環境づくりに注力していきます。

　これからも先人が目指した「志」を受け継ぎながら、

新しい時代と社会に役立つ挑戦を積み重ね、「地域や社

会のために存在価値のある企業」としてのあり方を、新

しい仲間とともに考えていきたいです。

◇会社ホームページ◇

　ホームページをリニューアルしました。

　今までとはひと味違う轟組をご覧ください。

　　https://todoroki.co.jp/　　
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　株式会社轟組を紹介いたします。

　私は、昭和 63 年 4 月に轟組へ入社し、トンネル工事を担当してきました。

　現在は、専務取締役として管理部門を統括する立場で仕事をさせて頂いております。

　弊社は「土木」「港湾」「建築」の 3 つの分野において、高知県内を中心に全国

各地で施工を行う総合建設業の会社です。令和 8年には 80 周年を迎えます。

　創業したのは太平洋戦争が終戦して半年経った頃。

　学友だった 3 名の創業者が、荒廃した高知の復興に向けて立ち上がり、轟組が

スタートしました。

　『轟組』という社名は、この創業者 3 人を 3 つの車に見立て、お互いの力と技

を結集して“轟”とし、『力強く天下にとどろき渡れ』との願いも込められています。

株式会社　轟組

宮﨑  功司（昭和 59 年土木科卒）

◇施工内容と現場社員の役割◇

　「土木」においては特にトンネル工事の実績が高

く評価され、高知県内の公共工事をはじめ、高い

技術が求められる大手ゼネコンのパートナーとし

て全国各地からの要望に応えています。また、高

知県内や四国エリアの主要な道路、橋梁、護岸工

事も数多く手掛けており、安心・安全な暮らしに

欠かせないインフラを支えています。

　港湾」では、自社で所有している大型・

中型のクレーン船により、大規模な海洋

工事から、多目的な湾岸作業まで幅広く

対応。技術面ではもちろん、安全性の高

い工法も評価され、全国各地から引き合

いをいただいています。

　「建築」においても、公共施設、文化・

教育施設、防災施設、医療施設、商業施設、

社屋・工場、一般住宅など幅広い分野で

事業を展開。近年では高知県のランド

マークとなるデザイン性の高い建築物や

マンションなども手掛け、より多くの

シーンで弊社の技術が注目を集めていま

す。

　現場を担当する社員は、これらの受注工事現場で施工管理業務に携わります。配属現場

に直行直帰、勤務時間は 8時から 17 時です。

　「施工管理」とは、簡潔にいえば工事に関わる内容の管理・監督を行うこと。

　具体的には、施工計画を策定し、詳細な工程表をもとに工期までに工事を完成まで管理

する「工程管理」、工事で発生する人件費や材料費といった経費を計算し、予算内に収め

る「原価管理」、設計図や仕様書に記載された品質基準を満たすように管理する「品質管理」、

建設現場での作業が安全に行われるように管理する「安全管理」など、内容は多岐に渡り

ます。

　私たちは工事を施工する責任者として、発注者や工事関係者との綿密な打ち合わせ、作

業への指示や説明などを行う必要がありますので、経験年数が短いうちは、配属された現

場で正しい知識や技術を学び、自分が責任者として現場を受け持つことが出来るように、

土木や建築の「施工管理技士」の資格取得を目指します。現場代理人や監理技術者として

働く社員は、それまでに培ってきた知識と技術、新しい工法や資機材などを取り入れ、品

質向上や現場内で働く人が気持ちよく働いてもらうための環境づくりに努めています。
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◇現在とこれから◇

　近年、若手社員を中心に、ドローンや携帯端末・衛星

通信を利用した 3 次元測量や、タブレット端末などのア

プリケーションを活用した業務効率化を進めています。

　また、弊社では令和 6 年に現場で働く男性社員が育児

休業を初めて取得。子育てや介護を行う社員も多く、子

の看護休暇や介護休暇の時間単位での取得、時短勤務を

利用するなど柔軟な働き方が出来ます。

　資格取得時の費用補填や合格祝金の支給、新技術導入

時の講習、作業服の男女兼用化、法を上回る日数での子

の看護・介護休暇の社則制定など、時代や社員の要望に

合わせて、これまでも柔軟に変革を繰り返してきました。

　100 周年を迎えるのは今の 20 代社員が現場の最前線で

活躍する 20 年後。次の 20 年を担うみなさんには当社の

一員としての自覚を持ち、真面目に、正直に、一生懸命に、

仕事にもお客さまにも、そして自分とも向き合いながら

業務に取り組んでいただきたいと願っています。

　社員が今後もずっと長く安心して活躍できるように、

働きやすい環境づくりに注力していきます。

　これからも先人が目指した「志」を受け継ぎながら、

新しい時代と社会に役立つ挑戦を積み重ね、「地域や社

会のために存在価値のある企業」としてのあり方を、新

しい仲間とともに考えていきたいです。

本社（高知市萩町）

高知県内トンネル工事

◇会社ホームページ◇

　ホームページをリニューアルしました。

　今までとはひと味違う轟組をご覧ください。

　　https://todoroki.co.jp/　　
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会 社 名

主な事業

所 在 地

設　　立

売 上 高

従業員数

代 表 者

事 業 所

株式会社　轟組

総合建設業

（土木工事業・建設工事業）

高知市萩町 1丁目 5番 13 号

昭和 21 年 1月 29 日

75 億 5,000 万円

114 名

代表取締役社長　吉村 文次

中国支店 ( 島根 )、

名古屋営業所、甲府営業所

◇企業概要◇

とどろきぐみ



◇はじめ

　私の高校生活は、サッカーに打ち込んだ 3 年

間でした。仲間と努力を重ね、選手権でベスト 4

入りを果たし、国体候補にも選ばれました。部

活動を通して身につけたチームワークは、今の

職場でも役立っています。入社 11 年目の今、多

くの後輩を指導しつつ、地元・高知を盛り上げ

たいと日々努力しています。しかし、地元に残

る若者が少なく、この状況を変える必要性を強

く感じています。

　本稿では私が勤めている「株式会社第一コン

サルタンツ」の魅力と私の社会人生活をご紹介

いたします。本会報を通じて、当社を含む高知

の企業の魅力を知っていただければ幸いです。

◇第一コンサルタンツとは

　当社は、道路やトンネル、橋、公園、川など

を安全で使いやすくするための調査や測量、設

計をする会社です。

　昭和 38 年にできた会社で、本社は高知市介良

にあります。社員数は144名です。社長は先輩（昭

和 45 年土木科卒）の右城猛（工学博士、技術士）

です。

◇福利厚生

　当社の大きな特徴は、福利厚生が充実してい

ることです。資格試験の受験費全額負担や合格

祝金など社員の成長をサポートしています。ま

た、結婚祝金や出産祝金など、社員が人生の節

目を迎える際にも温かい支援を行っています。

私も結婚祝金、新築祝い（アウトドア用椅子）

をいただきました。

◇社内行事

　当社の主な一年の行事は下記のとおりです。

　

　ボウリング大会は、みんなで楽しめる人気の

イベントです。部署の枠を超えて交流しながら、

チームワークを深めることができます。さらに、

豪華な景品も用意されています。

　高知ならではの「よさこい祭り」にも参加し

ており、当社一丸となって地域を盛り上げるよ

うに努めています。

　私の楽しみにしている社内行事は、社員旅行

です。費用は全額会社負担です。旅行先は海外、

国内と社員へのアンケートによって決まります。

海外旅行では、フランス、イタリア、ドイツ、

アメリカ、カナダ、オーストラリア、ハワイ、

グアム、シンガポール、中国、台湾に行ってい

ます。

　目的は、異国の文化や技術の視察、仕事の疲

れのリフレッシュ、社員同士の親睦を深めるこ

とです。新たな視点を得ることで、仕事に対す

るモチベーションやアイデアが広がるきっかけ

にもなります。

　家族同伴で参加することもできますから、新

婚旅行を兼ねて参加する社員もいます。

◇私の入社動機

　私は高校生のころから地元で働きたいと思っ

ていました。家族や友人が住んでいる高知に貢

献できる仕事がしたいと考えていたからです。

そんなとき、「高知を守る」ことを経営理念に掲

げた第一コンサルタンツの求人案内を知りまし

た。地元でいろいろなプロジェクトに参画して

活躍できる会社だと知り、とても興味を持ちま

した。さらに、1 つ上の先輩が「やりがいがあっ

て成長できる会社だよ」と教えてくれたことが、

会社を選ぶ決め手になりました。先輩の話を聞

いて、自分もここで成長したいと思ったからで

す。

　当社では社長を含め、高知工業高校卒の先輩

が様々な部署で活躍しています。仕事だけでな

く、社会人としての悩みも相談に乗ってくれる

心強い味方です。

◇成長できる環境づくり

　20 代から 30 代の若手社員が多く活躍している

職場です。同世代の仲間と意見を交換したり、

気軽に相談できる環境が整っているのが当社の

魅力です。さまざまな分野の先輩からサポート

を受けながら、みんなで助け合って成長できる

環境があります。困ったときには親身にサポー

トしてくれるので、誰もが安心して成長できま

す。

◇私の社会人生活

　私は現在、地盤技術部地質調査課に所属して

います。地質調査は、建物や橋を作るときに地

盤がどんな状態なのかを調べる大切な仕事です。

地震が起きたときに斜面が崩壊しないか、地盤

が液状化しないか、構造物が沈下や傾斜しない

か確認するための調査を行っています。ここか

らは、私の一日の仕事について、少しご紹介し

ます。

　地盤を調査し、その結果を分析する仕事は、

責任も大きいですが、その分やりがいがありま

す。自分が関わったプロジェクトが形になり、

地域の人々の安全・安心、便利さにつながるの

を実感できたときは、何にも代えがたい喜びに

なります。

　私のこれまでの歩みをご紹介します。入社後

の 3 年間は、先輩に教えてもらいながら、設計、

測量、地質調査の基本を一から学びました。3 年

目には測量士補の資格を取得しました。その後

も挑戦を続け、6 年目には技術士補の資格試験に

合格しました。資格を取得すると合格祝金、そ

して毎月資格手当をいただくことができます。

　プライベートでも充実した日々を過ごしてい

ます。7 年目に結婚し、翌年にはマイホームを建

てました。その次の年に結婚式を挙げました。

今年の 5 月には 1 児を出産予定で、新しい命を

迎える準備をしています。ワーク・ライフ・バ

ランスのとれた会社です。仕事と家庭を両立で

き、充実した生活を送っています。

◇おわりに

　当社は社会インフラを支える大切な役割を

担っています。高知工業高校で学んだ知識を活

かせる場面もあれば、実務を通じて学ぶことも

多い職場です。仕事を通じて自分を成長させ、

地域に貢献できます。皆さんの就職先候補の一

つとして選んでいただけることを願っています。

共に働ける日を楽しみにしています。

　株式会社轟組を紹介いたします。

　私は、昭和 63 年 4 月に轟組へ入社し、トンネル工事を担当してきました。

　現在は、専務取締役として管理部門を統括する立場で仕事をさせて頂いております。

　弊社は「土木」「港湾」「建築」の 3 つの分野において、高知県内を中心に全国

各地で施工を行う総合建設業の会社です。令和 8年には 80 周年を迎えます。

　創業したのは太平洋戦争が終戦して半年経った頃。

　学友だった 3 名の創業者が、荒廃した高知の復興に向けて立ち上がり、轟組が

スタートしました。

　『轟組』という社名は、この創業者 3 人を 3 つの車に見立て、お互いの力と技

を結集して“轟”とし、『力強く天下にとどろき渡れ』との願いも込められています。

◇施工内容と現場社員の役割◇

　「土木」においては特にトンネル工事の実績が高

く評価され、高知県内の公共工事をはじめ、高い

技術が求められる大手ゼネコンのパートナーとし

て全国各地からの要望に応えています。また、高

知県内や四国エリアの主要な道路、橋梁、護岸工

事も数多く手掛けており、安心・安全な暮らしに

欠かせないインフラを支えています。

　港湾」では、自社で所有している大型・

中型のクレーン船により、大規模な海洋

工事から、多目的な湾岸作業まで幅広く

対応。技術面ではもちろん、安全性の高

い工法も評価され、全国各地から引き合

いをいただいています。

　「建築」においても、公共施設、文化・

教育施設、防災施設、医療施設、商業施設、

社屋・工場、一般住宅など幅広い分野で

事業を展開。近年では高知県のランド

マークとなるデザイン性の高い建築物や

マンションなども手掛け、より多くの

シーンで弊社の技術が注目を集めていま

す。

　現場を担当する社員は、これらの受注工事現場で施工管理業務に携わります。配属現場

に直行直帰、勤務時間は 8時から 17 時です。

　「施工管理」とは、簡潔にいえば工事に関わる内容の管理・監督を行うこと。

　具体的には、施工計画を策定し、詳細な工程表をもとに工期までに工事を完成まで管理

する「工程管理」、工事で発生する人件費や材料費といった経費を計算し、予算内に収め

る「原価管理」、設計図や仕様書に記載された品質基準を満たすように管理する「品質管理」、

建設現場での作業が安全に行われるように管理する「安全管理」など、内容は多岐に渡り

ます。

　私たちは工事を施工する責任者として、発注者や工事関係者との綿密な打ち合わせ、作

業への指示や説明などを行う必要がありますので、経験年数が短いうちは、配属された現

場で正しい知識や技術を学び、自分が責任者として現場を受け持つことが出来るように、

土木や建築の「施工管理技士」の資格取得を目指します。現場代理人や監理技術者として

働く社員は、それまでに培ってきた知識と技術、新しい工法や資機材などを取り入れ、品

質向上や現場内で働く人が気持ちよく働いてもらうための環境づくりに努めています。
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◇現在とこれから◇

　近年、若手社員を中心に、ドローンや携帯端末・衛星

通信を利用した 3 次元測量や、タブレット端末などのア

プリケーションを活用した業務効率化を進めています。

　また、弊社では令和 6 年に現場で働く男性社員が育児

休業を初めて取得。子育てや介護を行う社員も多く、子

の看護休暇や介護休暇の時間単位での取得、時短勤務を

利用するなど柔軟な働き方が出来ます。

　資格取得時の費用補填や合格祝金の支給、新技術導入

時の講習、作業服の男女兼用化、法を上回る日数での子

の看護・介護休暇の社則制定など、時代や社員の要望に

合わせて、これまでも柔軟に変革を繰り返してきました。

　100 周年を迎えるのは今の 20 代社員が現場の最前線で

活躍する 20 年後。次の 20 年を担うみなさんには当社の

一員としての自覚を持ち、真面目に、正直に、一生懸命に、

仕事にもお客さまにも、そして自分とも向き合いながら

業務に取り組んでいただきたいと願っています。

　社員が今後もずっと長く安心して活躍できるように、

働きやすい環境づくりに注力していきます。

　これからも先人が目指した「志」を受け継ぎながら、

新しい時代と社会に役立つ挑戦を積み重ね、「地域や社

会のために存在価値のある企業」としてのあり方を、新

しい仲間とともに考えていきたいです。

高知県内マンション工事

400ｔ吊起重機船（世紀 21号）

◇会社ホームページ◇

　ホームページをリニューアルしました。

　今までとはひと味違う轟組をご覧ください。

　　https://todoroki.co.jp/　　
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　株式会社轟組を紹介いたします。

　私は、昭和 63 年 4 月に轟組へ入社し、トンネル工事を担当してきました。

　現在は、専務取締役として管理部門を統括する立場で仕事をさせて頂いております。

　弊社は「土木」「港湾」「建築」の 3 つの分野において、高知県内を中心に全国

各地で施工を行う総合建設業の会社です。令和 8年には 80 周年を迎えます。

　創業したのは太平洋戦争が終戦して半年経った頃。

　学友だった 3 名の創業者が、荒廃した高知の復興に向けて立ち上がり、轟組が

スタートしました。

　『轟組』という社名は、この創業者 3 人を 3 つの車に見立て、お互いの力と技

を結集して“轟”とし、『力強く天下にとどろき渡れ』との願いも込められています。

◇施工内容と現場社員の役割◇

　「土木」においては特にトンネル工事の実績が高

く評価され、高知県内の公共工事をはじめ、高い

技術が求められる大手ゼネコンのパートナーとし

て全国各地からの要望に応えています。また、高

知県内や四国エリアの主要な道路、橋梁、護岸工

事も数多く手掛けており、安心・安全な暮らしに

欠かせないインフラを支えています。

　港湾」では、自社で所有している大型・

中型のクレーン船により、大規模な海洋

工事から、多目的な湾岸作業まで幅広く

対応。技術面ではもちろん、安全性の高

い工法も評価され、全国各地から引き合

いをいただいています。

　「建築」においても、公共施設、文化・

教育施設、防災施設、医療施設、商業施設、

社屋・工場、一般住宅など幅広い分野で

事業を展開。近年では高知県のランド

マークとなるデザイン性の高い建築物や

マンションなども手掛け、より多くの

シーンで弊社の技術が注目を集めていま

す。

　現場を担当する社員は、これらの受注工事現場で施工管理業務に携わります。配属現場

に直行直帰、勤務時間は 8時から 17 時です。

　「施工管理」とは、簡潔にいえば工事に関わる内容の管理・監督を行うこと。

　具体的には、施工計画を策定し、詳細な工程表をもとに工期までに工事を完成まで管理

する「工程管理」、工事で発生する人件費や材料費といった経費を計算し、予算内に収め

る「原価管理」、設計図や仕様書に記載された品質基準を満たすように管理する「品質管理」、

建設現場での作業が安全に行われるように管理する「安全管理」など、内容は多岐に渡り

ます。

　私たちは工事を施工する責任者として、発注者や工事関係者との綿密な打ち合わせ、作

業への指示や説明などを行う必要がありますので、経験年数が短いうちは、配属された現

場で正しい知識や技術を学び、自分が責任者として現場を受け持つことが出来るように、

土木や建築の「施工管理技士」の資格取得を目指します。現場代理人や監理技術者として

働く社員は、それまでに培ってきた知識と技術、新しい工法や資機材などを取り入れ、品

質向上や現場内で働く人が気持ちよく働いてもらうための環境づくりに努めています。
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◇現在とこれから◇

　近年、若手社員を中心に、ドローンや携帯端末・衛星

通信を利用した 3 次元測量や、タブレット端末などのア

プリケーションを活用した業務効率化を進めています。

　また、弊社では令和 6 年に現場で働く男性社員が育児

休業を初めて取得。子育てや介護を行う社員も多く、子

の看護休暇や介護休暇の時間単位での取得、時短勤務を

利用するなど柔軟な働き方が出来ます。

　資格取得時の費用補填や合格祝金の支給、新技術導入

時の講習、作業服の男女兼用化、法を上回る日数での子

の看護・介護休暇の社則制定など、時代や社員の要望に

合わせて、これまでも柔軟に変革を繰り返してきました。

　100 周年を迎えるのは今の 20 代社員が現場の最前線で

活躍する 20 年後。次の 20 年を担うみなさんには当社の

一員としての自覚を持ち、真面目に、正直に、一生懸命に、

仕事にもお客さまにも、そして自分とも向き合いながら

業務に取り組んでいただきたいと願っています。

　社員が今後もずっと長く安心して活躍できるように、

働きやすい環境づくりに注力していきます。

　これからも先人が目指した「志」を受け継ぎながら、

新しい時代と社会に役立つ挑戦を積み重ね、「地域や社

会のために存在価値のある企業」としてのあり方を、新

しい仲間とともに考えていきたいです。

3次元測量用端末操作

資格勉強 現場でのドローン操作練習

◇会社ホームページ◇

　ホームページをリニューアルしました。

　今までとはひと味違う轟組をご覧ください。

　　https://todoroki.co.jp/　　
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◇はじめ

　私の高校生活は、サッカーに打ち込んだ 3 年

間でした。仲間と努力を重ね、選手権でベスト 4

入りを果たし、国体候補にも選ばれました。部

活動を通して身につけたチームワークは、今の

職場でも役立っています。入社 11 年目の今、多

くの後輩を指導しつつ、地元・高知を盛り上げ

たいと日々努力しています。しかし、地元に残

る若者が少なく、この状況を変える必要性を強

く感じています。

　本稿では私が勤めている「株式会社第一コン

サルタンツ」の魅力と私の社会人生活をご紹介

いたします。本会報を通じて、当社を含む高知

の企業の魅力を知っていただければ幸いです。

◇第一コンサルタンツとは

　当社は、道路やトンネル、橋、公園、川など

を安全で使いやすくするための調査や測量、設

計をする会社です。

　昭和 38 年にできた会社で、本社は高知市介良

にあります。社員数は144名です。社長は先輩（昭

和 45 年土木科卒）の右城猛（工学博士、技術士）

です。

◇福利厚生

　当社の大きな特徴は、福利厚生が充実してい

ることです。資格試験の受験費全額負担や合格

祝金など社員の成長をサポートしています。ま

た、結婚祝金や出産祝金など、社員が人生の節

目を迎える際にも温かい支援を行っています。

私も結婚祝金、新築祝い（アウトドア用椅子）

をいただきました。

◇社内行事

　当社の主な一年の行事は下記のとおりです。

　

　ボウリング大会は、みんなで楽しめる人気の

イベントです。部署の枠を超えて交流しながら、

チームワークを深めることができます。さらに、

豪華な景品も用意されています。

　高知ならではの「よさこい祭り」にも参加し

ており、当社一丸となって地域を盛り上げるよ

うに努めています。

　私の楽しみにしている社内行事は、社員旅行

です。費用は全額会社負担です。旅行先は海外、

国内と社員へのアンケートによって決まります。

海外旅行では、フランス、イタリア、ドイツ、

アメリカ、カナダ、オーストラリア、ハワイ、

グアム、シンガポール、中国、台湾に行ってい

ます。

　目的は、異国の文化や技術の視察、仕事の疲

れのリフレッシュ、社員同士の親睦を深めるこ

とです。新たな視点を得ることで、仕事に対す

るモチベーションやアイデアが広がるきっかけ

にもなります。

　家族同伴で参加することもできますから、新

婚旅行を兼ねて参加する社員もいます。

◇私の入社動機

　私は高校生のころから地元で働きたいと思っ

ていました。家族や友人が住んでいる高知に貢

献できる仕事がしたいと考えていたからです。

そんなとき、「高知を守る」ことを経営理念に掲

げた第一コンサルタンツの求人案内を知りまし

た。地元でいろいろなプロジェクトに参画して

活躍できる会社だと知り、とても興味を持ちま

した。さらに、1 つ上の先輩が「やりがいがあっ

て成長できる会社だよ」と教えてくれたことが、

会社を選ぶ決め手になりました。先輩の話を聞

いて、自分もここで成長したいと思ったからで

す。

　当社では社長を含め、高知工業高校卒の先輩

が様々な部署で活躍しています。仕事だけでな

く、社会人としての悩みも相談に乗ってくれる

心強い味方です。

◇成長できる環境づくり

　20 代から 30 代の若手社員が多く活躍している

職場です。同世代の仲間と意見を交換したり、

気軽に相談できる環境が整っているのが当社の

魅力です。さまざまな分野の先輩からサポート

を受けながら、みんなで助け合って成長できる

環境があります。困ったときには親身にサポー

トしてくれるので、誰もが安心して成長できま

す。

◇私の社会人生活

　私は現在、地盤技術部地質調査課に所属して

います。地質調査は、建物や橋を作るときに地

盤がどんな状態なのかを調べる大切な仕事です。

地震が起きたときに斜面が崩壊しないか、地盤

が液状化しないか、構造物が沈下や傾斜しない

か確認するための調査を行っています。ここか

らは、私の一日の仕事について、少しご紹介し

ます。

　地盤を調査し、その結果を分析する仕事は、

責任も大きいですが、その分やりがいがありま

す。自分が関わったプロジェクトが形になり、

地域の人々の安全・安心、便利さにつながるの

を実感できたときは、何にも代えがたい喜びに

なります。

　私のこれまでの歩みをご紹介します。入社後

の 3 年間は、先輩に教えてもらいながら、設計、

測量、地質調査の基本を一から学びました。3 年

目には測量士補の資格を取得しました。その後

も挑戦を続け、6 年目には技術士補の資格試験に

合格しました。資格を取得すると合格祝金、そ

して毎月資格手当をいただくことができます。

　プライベートでも充実した日々を過ごしてい

ます。7 年目に結婚し、翌年にはマイホームを建

てました。その次の年に結婚式を挙げました。

今年の 5 月には 1 児を出産予定で、新しい命を

迎える準備をしています。ワーク・ライフ・バ

ランスのとれた会社です。仕事と家庭を両立で

き、充実した生活を送っています。

◇おわりに

　当社は社会インフラを支える大切な役割を

担っています。高知工業高校で学んだ知識を活

かせる場面もあれば、実務を通じて学ぶことも

多い職場です。仕事を通じて自分を成長させ、

地域に貢献できます。皆さんの就職先候補の一

つとして選んでいただけることを願っています。

共に働ける日を楽しみにしています。

◇携わるのは、未来につながる仕事。暮らしを豊かにする仕事。

　私たちがつくりあげるのは、完成から何十年先まで使用され

る建造物や構造物です。山間部や海上の現場などでは、ときに

天候の影響により困難が立ちはだかることもあります。しかし、

苦労を乗り越えた先にあるのは、その工事で暮らしが豊かにな

る人々の笑顔です。人々の生活、社会の基盤を支えているとい

う「裏方のプライド。」を胸にこれからも多くの人々に喜ばれる

仕事をめざします。

◇事業内容

　土木事業は公共事業を中心に陸上土木、港湾土木、舗装の

3 部門があり、高い技術力を生かして道路や橋、港湾設備等、

全国で幅広く事業を展開しており、社会基盤の整備に貢献し

ています。自社作業船 8 隻（浚渫船 5 隻、揚土船 3 隻）を保

有する船舶部門では、全国トップクラスの技術と実績を誇り、

全国各地の港湾ロケーションを構築しています。

　建築事業は公共施設をはじめ、分譲マンション、オフィス

ビル、病院等、民間施設も多く手掛けており、高知と東京を

中心に事業を展開しています。

　フロンの分解・再生事業を行う環境事業は、自社開発の特

許装置を有してＳＤＧｓの取り組み、また地球温暖化防止に

貢献しています。

私が勤務している大旺新洋について
ご紹介します。

岡田  雅吉（昭和 59 年土木科卒）

◇ICT 施工の取り組み

　建設業界における生産性向上の取り組みとして、 ＩＣＴ施工

が多く採用されており、当社でもＩＣＴ施工を推進しています。

当社が初めてＩＣＴを導入したのは、２０１１年の静岡県三島

市での伊豆縦貫自動車道建設工事におけるＩＣＴ土木で、その

後、ＩＣＴ舗装工・ＩＣＴ地盤改良工と取り組みを進め、現在で

は港湾事業でも導入を進めています。

ＩＣＴ施工では

　①３次元起工測量

　②３次元設計データの作成

　③ＩＣＴ建設機械による施工

　④３次元出来高管理等の施工管理

　⑤３次元データの納品

の５項目について取り組むことになります。その中で、特に舗

装工事におけるＩＣＴ舗装工では、路盤整理などで自社保有の

３ＤＭＣグレーダーを駆使しており、５項目すべてで内製化を

達成しています。今後は構造物工や擁壁工など、新しい工種で

のＩＣＴ導入を積極的に進め、さらにＩＣＴを有効活用した生

産性向上に努めて参ります。

◇ワークライフバランス

　担い手不足・高齢化・長時間労働等の諸課題を鑑み、「社員の健康

保持・増進が重要な経営課題である」  ととらえ、社員一人ひとりが心

身ともに健康で、安心・安全に働き続けることのできる「エイジフレ

ンドリー職場」  の実現を目指して 2016 年から健康経営に取り組んで

います。社長自らが健康経営推進責任者となり、健康経営推進室に常

勤保健師を配置し、社員とのコミュニケーションを重視した特定保健

指導などを実施。

　そのほか、女性社員が活躍できるための環境整備や、女性社員を対

象とした健康セミナーの実施。また、労働基準法の改正によって、年

５日の年次有給休暇の取得が義務化されたことを皮切りに、以前から

取り組んでいた長時間労働の課題と合わせて年次有給休暇を取得しや

すい環境づくりを行った結果、  「高知県ワークライフバランス推奨企

業認定制度」において、５部門全ての認証取得を達成しました。
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◇会社概要◇

【設　  立】

【資 本 金】

【代 表 者】 

【従 業 員】 

1951 年 10 月

4億 7,900 万円　

代表取締役社長　小西 啓太

424 名（2024 年 6月期）



◇携わるのは、未来につながる仕事。暮らしを豊かにする仕事。

　私たちがつくりあげるのは、完成から何十年先まで使用され

る建造物や構造物です。山間部や海上の現場などでは、ときに

天候の影響により困難が立ちはだかることもあります。しかし、

苦労を乗り越えた先にあるのは、その工事で暮らしが豊かにな

る人々の笑顔です。人々の生活、社会の基盤を支えているとい

う「裏方のプライド。」を胸にこれからも多くの人々に喜ばれる

仕事をめざします。

◇事業内容

　土木事業は公共事業を中心に陸上土木、港湾土木、舗装の

3 部門があり、高い技術力を生かして道路や橋、港湾設備等、

全国で幅広く事業を展開しており、社会基盤の整備に貢献し

ています。自社作業船 8 隻（浚渫船 5 隻、揚土船 3 隻）を保

有する船舶部門では、全国トップクラスの技術と実績を誇り、

全国各地の港湾ロケーションを構築しています。

　建築事業は公共施設をはじめ、分譲マンション、オフィス

ビル、病院等、民間施設も多く手掛けており、高知と東京を

中心に事業を展開しています。

　フロンの分解・再生事業を行う環境事業は、自社開発の特

許装置を有してＳＤＧｓの取り組み、また地球温暖化防止に

貢献しています。

◇ICT 施工の取り組み

　建設業界における生産性向上の取り組みとして、 ＩＣＴ施工

が多く採用されており、当社でもＩＣＴ施工を推進しています。

当社が初めてＩＣＴを導入したのは、２０１１年の静岡県三島

市での伊豆縦貫自動車道建設工事におけるＩＣＴ土木で、その

後、ＩＣＴ舗装工・ＩＣＴ地盤改良工と取り組みを進め、現在で

は港湾事業でも導入を進めています。

ＩＣＴ施工では

　①３次元起工測量

　②３次元設計データの作成

　③ＩＣＴ建設機械による施工

　④３次元出来高管理等の施工管理

　⑤３次元データの納品

の５項目について取り組むことになります。その中で、特に舗

装工事におけるＩＣＴ舗装工では、路盤整理などで自社保有の

３ＤＭＣグレーダーを駆使しており、５項目すべてで内製化を

達成しています。今後は構造物工や擁壁工など、新しい工種で

のＩＣＴ導入を積極的に進め、さらにＩＣＴを有効活用した生

産性向上に努めて参ります。

◇ワークライフバランス

　担い手不足・高齢化・長時間労働等の諸課題を鑑み、「社員の健康

保持・増進が重要な経営課題である」  ととらえ、社員一人ひとりが心

身ともに健康で、安心・安全に働き続けることのできる「エイジフレ

ンドリー職場」  の実現を目指して 2016 年から健康経営に取り組んで

います。社長自らが健康経営推進責任者となり、健康経営推進室に常

勤保健師を配置し、社員とのコミュニケーションを重視した特定保健

指導などを実施。

　そのほか、女性社員が活躍できるための環境整備や、女性社員を対

象とした健康セミナーの実施。また、労働基準法の改正によって、年

５日の年次有給休暇の取得が義務化されたことを皮切りに、以前から

取り組んでいた長時間労働の課題と合わせて年次有給休暇を取得しや

すい環境づくりを行った結果、  「高知県ワークライフバランス推奨企

業認定制度」において、５部門全ての認証取得を達成しました。
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東京支部（桂工会）

支部長　池上　博（昭和39年電気科卒）

　令和 6年 10 月 5 日、コロナ 5類に移行後 2 度目の総会・懇親会を開催 しました。

　来賓の方々からは母校や故郷のことを伺い、昔話をして笑い、そして皆様全員から出身地や生い立ち・

抱負などを語っていただいて充実した時間を共有することができました。

　私たちは同窓会に参加し、対面することで改めて過去の友情や絆の大切さを噛み締めつつこれからもお互

いの近況を気遣い再会を誓い合って帰路に着きました。

　東京支部「桂工会」は、首都圏の会として原則休日の午後 1 時からの開催とし、細くとも長く活動を続け

て参る所存ですので是非ともご参加ください！。

 ホームページ公開中　URL;「桂工会」　（ PC/ スマホで検索できます）

　部便り　部便り支

̶ カラオケのできるCaféでゆったりと ̶
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東海支部（南風会）

支部長　松本　幸平（昭和53年機械科卒）

　こんにちは、東海支部南風会  松本です。

　今年は、年始に能登の震災から夏の豪雨と各地が自然に翻弄され考えさせられる年でした。残された月

が平穏であって欲しいものです。その様な、不安定な時代の中ではありますが卒業生の皆様に7月 27日（土）

名古屋　栄　で行われた　南風会のひと時の楽しい時間をお伝えします。今回は新しいメンバーも加わり

参加人員は16人と少し寂しかったのですが、画像を主に報告します！先輩方々からもう少し時間が欲しかっ

た！と次回に繋がる支部総会でした。

重鎮達と爽やかな？メンバー　小松工業さんも参加して頂きました！

2024 年 7月27日　名古屋　栄　クレストンホテル



－ 17 －

大阪支部（鯨工会）

支部長　小橋　壽也（昭和53年情報技術科卒）

　大阪支部（鯨工会）は、約６００名の同窓会会員が近畿圏内に在住し、相互の親睦を深めるために、毎年

６月第３土曜日に支部総会を開催しています。

　令和６年度の総会は、６月１５日（土）11 時 30 分から「ホテルビナリオＵＭＥＤＡ」で開催しました。

本部より会長と副会長の２名が参加、総勢２４名の参加で、４５回の節目となる支部総会開催とまりました。

　また、ゴルフ部がありゴルフコンペを開催、姉妹校である小松工業高校とは同窓会でも交流を図っており、

隔年で支部総会に相互参加しています。

　同窓会会員の相互交流を深めていただけるような同窓会運営をしていきたいと思っています。是非ご参加

下さい。

　鯨工会ホームページ：https://kths-geikoukai.fcm-club.com

　Facebook：https://www.facebook.com/geikoukai

令和６年度活動報告

　　　　　○R６年  4 月  6 日　　役員会開催　大阪支部（鯨工会）総会の打合せ
　　　　　○R６年  4 月 29 日　　本部同窓会総会　出席　小橋会長
　　　　　○R６年  6 月  1 日　　役員会開催　大阪支部（鯨工会）総会最終打合せ
　　　　　○R６年  6 月 15 日　　第 45 回大阪支部（鯨工会）総会開催　ホテルビナリオUMEDA
　　　　　○R６年12 月　　　　　拡大役員会開催予定

令和7年度活動計画

　　　　　○Ｒ7年 1 月　　　　  拡大役員会　開催予定
　　　　　○Ｒ7年  4 月　　　　  本部同窓会総会　出席予定
　　　　　○Ｒ7年 5月初旬　　  会長、副会長、役員会　開催予定

　　　　　○Ｒ7年  6 月 21 日　　大阪支部「鯨工会」総会開催予定
　　　　　○Ｒ7年 8月　　　　  役員会　開催予定

　　　　　○Ｒ7年12月　　　　　拡大役員会開催予定
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安芸支部（芸工会）

支部長　黒岩　良行（昭和40年電気科卒） 

　本年９月２１日 ( 土 )、新型コロナウイルス感染防止のため中断していた、第１６回安芸支部（芸工会）総

会を５年ぶりに開催しました。会員の集まりは８名と若干少なかったものの、本部から北川同窓会副会長・

戸田教頭をはじめ事務局２名の方々に出席頂き、あちらこちらで久方ぶりの会話が弾み賑やかな会を開くこ

とが出来ました。今年は役員改選の年に当たり、役員の若返り化など課題は残したものの全員再任され、最

後は新旧校歌で会を締めくくる楽しい会となりました。１２月には、忘年会を計画していますので多くの方

の出席をお待ちしています。

　お世話になっております。

　本年は異常な暑さで、農作物に多大な影響が出ておりますが、同窓者の皆様はお変わりありませんでしょ

うか。

　本会も、コロナ化でしばらく休会をしておりましたが、本年より再開しました。

　会長も新しくなり、来季よりの奉仕活動も再開することとなりましたが、総会出席者もなかなか確保でき

ず、会長自身も個別に勧誘しておりますが、なかなかうまくいかず、地元に人材も残らないので、今後の課

題となっております。

　同窓生の皆様においては、ご自愛いただき益々のご活躍をお祈り申し上げます。

嶺北支部（吉野川会）

支部長　畠山　多美夫（昭和52年機械科卒）

令和６年～７年度役員

・会　　長　　黒岩良行（Ｓ40 テ卒）

・副 会 長　　田中昭栄（Ｓ33 テ卒） 

・監　　事　　森　耕彦（Ｓ38 キ卒） 

・監　　事　　大野恵三（Ｓ56 キ卒） 

・事務局長　　山手敏和（Ｓ49 テ卒）

・理　　事　　野町亜理（Ｓ49 カ卒）

・理　　事　　籠尾寿仁（H10 キ卒） 
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　６月１９日四万十市に於きまして令和６年の幡多支部（波多愛校会）の総会を開催いたしました。本部よ
り北川副会長を始め他２名の本部役員様と北村学校長をお迎えして同窓生２１名の参加により行いました。
今年は、過去４年コロナ感染症の影響により開催を見送り５年ぶり開催となり、久しぶりに顔を合わせて懐
かしい話をする事が出来ました。
　また、恒例の自己紹介も行いました。今回初めての参加をしていただいた若い同窓生もいて今後また新し
い参加者が増えて行くであろうとの希望が持てました。
　また、総会後の懇親会は盛会に行うことが出来ました。幡多支部は、１年に１回だけの総会と懇親会では
ございますが、本紙面をお借りし幡多の地でご活躍されています同窓会の方々へ来年の参加のお願いをした
いと思います。過去これまでに３００名を超える同窓生を輩出しています幡多支部へ是非ともご参加をくだ
さいますようお願い申し上げます。

　令和 6年度総会を 9月 7日に 16 名の参加のもと行うことが出来ました。令和 7年春ＮＨＫ朝ドラで「あ
んぱん」が始まり物部川エリア観光博覧会が開催します。我々の南国市、香美市、香南市に観光を中心に賑
わいをみせてくれる事でしょう。会員自らもあらゆる面で協力し盛り上げたいと考えています。
　今後とも物部川エリアの会員増強を図り会員同士の交流を深めてまいります。

幡多支部（波多愛校会）

支部長　福田　充（昭和44年建築科卒）

物部川支部

支部長　丸岡　克典（昭和47年機械科卒）

令和6年度事業計画

　○  4 月 29 日　　　本部総会
　○   8 月 23 日　　　会計監査
　○   9 月７ 日　　　支部総会
　○ 11月　　　　　  役員会　
　○   1 月　　　 　　支部新年会
　○ ３月　　　 　　親睦ゴルフ
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　この本を読み終え、私は日本の近代化を支えた

人々の偉大さを深く認識することができました。特

に竹内綱先生の新しい事業に挑戦し続ける姿にとて

も感動しました。コマツ製作所を設立し、日本の重

工業の発展に貢献した彼の行動力からは、時代を動

かす力さえ感じました。コマツ製作所の設立は決し

て簡単な道ではなかったと思います。しかし、竹内

綱先生は諦めることなく困難を乗り越え、目標を達

成しました。彼の粘り強さは、私にとって大きな刺

激となりました。

　一方明太郎先生は、父と同じ実業家としての道を

進みましたが、若くして病に倒れるという悲劇的な

最後を迎えます。彼の才能がもっと開花していた

ら、日本の産業はどのように発展したのかを考える

と、残念な気もしました。明太郎先生の生涯の中で

も特に印象に残ったのは、彼が開発した新しい機械

の設計図です。その設計図には彼の才能と努力がと

てもよく表れているなと感じられました。もし彼が

この機械を世に出すことができていたら、日本の産

業はさらに飛躍的な発展を遂げていたかもしれませ

ん。

　この本を読む前まで、私は日本の近代化は政府の

主導の下で行われたものだと漠然と考えていまし

た。しかし、竹内綱先生や明太郎先生のような実業

家の存在なくして、日本の産業はここまで発展しな

かったということがよく分かりました。彼らの挑戦

と努力が今を生きる私たちの豊かな生活を支えてい

るのだと実感し、歴史を学ぶことの大切さを改めて

認識しました。特に、彼らがおかれた時代背景を考

えると、彼らの挑戦は並外れたのであったといえる

と思います。明治維新後、日本は急速な近代化を遂

げましたが、同時に多くの困難も抱えていました。

その状況下で、竹内親子は自らの手で日本の未来を

切り開こうとしたのです。

　この本を読んで、私も何か社会に貢献したいとい

う気持ちが芽生えました。将来、どんな仕事に就い

たとしても、竹内親子のように社会の発展のために

自分の力を尽くしたいと思っています。また、この

本を読む中で、私はリーダーシップの重要性ついて

も深く考えさせられました。竹内綱先生は、優れた

リーダーシップを発揮することで多くの人々を巻き

込み、大きな目標を達成しました。私も将来、リー

ダーとなる機会があれば、彼のようなリーダーを目

指したいと思います。

　この本は単なる歴史書や伝記ではなく、私たちに

生きる上で大切なことを教えてくれる一冊です。そ

れは、困難に立ち向かう勇気、目標に向かって努力

し続ける大切さ、そして社会への貢献の精神です。

私はこれからも、この本で得た学びを忘れず、自分

自信の成長に繋げていきたいと考えています。

　新入生の皆さんに創立者の伝記『工業ハ富国ノ基』の読書感想文を書いてもらっています。優秀作品

の表彰は、12月24日の2学期終業式の場で行いました。入賞した生徒さんは次の通りです。最優秀作品

を掲載しています。

『工業ハ富国ノ基』読書感想文表彰『工業ハ富国ノ基』読書感想文表彰

最優秀

最優秀　田部　友慎（機械科）

優　秀　嶋﨑　惺也（電気科）　　　中平　開登（情報技術科）

　　　　横山　佑妃（工業化学科）　岡﨑さくら（土木科）

　　　　前田昊志郎（建築科）　　　竹本ひなた（総合デザイン科）

竹内親子の人生からの学び

機械科　田部　友慎
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　本校同窓生の皆様には日頃より大変お世話に

なっております。本年度の就職状況につきまし

て、まだ途中経過ではありますがご報告させて

いただきます。

　令和６年度は、３年生２６４名のうち１２４

名が就職を希望しており、１２月末現在で民間

企業への就職希望者１１３名が内定をいただい

ております。また、公務員は、高知県庁３名、

高知市役所１名、いの町役場１名、高知県警察

３名、国家公務員３名、自衛隊２名の、のべ１

３名が合格をしております。

　求人状況につきましては、事前の想定を大き

く上回り２１００件（県内４９７件、県外１６

０３件）という求人をいただいており、県内外

ともに過去最多の数となりました。また今年度

は、施工管理の資格の大幅な改定に伴い高卒生

が大卒生より２年早く１級の技士資格を取得で

きるようになるなど、高卒生にとってかつてな

い追い風となっています。

　生徒が就職先を選ぶ際、部活動や各科の先輩

方とのつながりを重要視する傾向が続いており

ます。これも各企業でご活躍されている諸先輩

方のお力添えや、進路ガイダンス等の各事業へ

のご協力による賜だと感じております。そのよ

うな活動が実を結び、早い段階での内定をいた

だくことができております。本校同窓生の皆様

にあらためてお礼申し上げます。

　生徒の就職地域については以下のとおりで

す。近年では県内希望者が８０名前後で推移し

ています。一方県外では、関西地区が大きく増

加しているのに対し、四国地区は減少傾向が見

受けられます。また中部地区については、機械

科生の学園生希望者数が大きく関係していま

す。４月からいずれの地区でも多くの卒業生が

お世話になります。今後ともご指導のほどよろ

しくお願いいたします。

令和６年度の就職状況について

高知工業高校進路指導部　部長　明神　徹

母校だより母校だより母校だより

求人数の推移 ※令和４年度以前は[社]

求 人 総 数［件］
県内求人数［件］
県外求人数［件］

984

296

688

令和3年度

986

256

730

令和2年度

2100

497

1603

令和6年度

1612

333

1279

令和5年度

1097

302

795

令和4年度

関 東 地 区［人］
中 部 地 区［人］
関 西 地 区［人］
中 国 地 区［人］
四 国 地 区［人］
そ の 他［人］
高 知 県 内［人］
総 　 計［人］

6
9
14
5
19
1

91（63％）     
145

令和2年度
8
5
22
5
4
2

77（63％）   
123

令和6年度
5
13
25
3
8
1

84（60％）   
139

令和5年度
７
４
12
2
13
0

76（67％）     
114

3
10
12
5
12
0

75（64％）     
117

令和4年度 令和3年度

就職者の地域分類（過去5年間） ※令和6年12月末現在
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本年度の就職先一覧です。各地区におけるご指導よろしくお願いいたします。

地
区 事 業 所 名 科 地

区 事 業 所 名 科

菱電エレベータ施設㈱

㈱東京精密

東京電力パワーグリット㈱

東京ビジネスサービス㈱

東京電設サービス㈱

日本クロージャー㈱平塚工場

国土開発工業㈱

ＤＩＣ㈱千葉工場

㈱レッドバロン

㈱豊田自動織機

㈱アイシン

トヨタ紡織㈱

中部電力パワーグリッド㈱

関西電力㈱

関西電力送配電㈱

㈱かんでんエンジニアリング

㈱きんでん

ダイハツ工業㈱本社

関西ペイント株式会社

ＤＭ三井製糖㈱神戸工場

㈱カネカ

㈱森組

岩田地崎建設㈱

奥村組土木興業㈱

㈱富士技建

㈱ジオダイナミック

山崎建設㈱関西支店

㈱茂広組

トヨタ紡織滋賀㈱

大彦㈱

プライムプラネットエナジー＆ソリューションズ㈱

中谷興運㈱

ＪＦＥスチール㈱西日本製鉄所

㈱三幸工務店

本四高速道路ブリッジエンジ㈱

JFEプラントエンジ㈱福山事業所

㈱大塚製薬工場

㈱SKK

四国開発建設㈱

高知県庁　土木

高知県警察　武道指導

高知県警察　警察官Ｂ

香南市役所　初級土木

いの町役場　土木

国土交通省　四国地方整備局

NKKソリューションズ㈱

㈱小谷穀粉

㈱技研製作所

日鉄鉱業㈱

㈱ミツトヨ　高知工場

㈱ミロク製作所

㈱久礼コンベヤー

㈱太陽

㈱山崎技研

日本製紙パピリア㈱高知工場

兼松エンジニアリング株式会社

㈱四電工高知支店

一般財団法人　四国電気保安協会

ニッポン高度紙工業㈱

荒川電工㈱

四国電力送配電㈱

高知トヨタ自動車㈱

四電エンジニアリング㈱

山下電機㈱

㈱高知銀行

シャープサポートアンドサービス㈱

リコージャパン㈱

ネッツトヨタ南国㈱

㈱片岡電気工事

東洋電化工業㈱

ＹＡＭＡＫＩＮ㈱本社

東洋平成ポリマー㈱

南海化学㈱土佐工場

㈱エステック

都市開発コンサルタント㈱

一般社団法人　四国クリエイト協会

株式会社　技研施工

株式会社　建設マネジメント四国

西日本高速道路エンジニアリング四国　株式会社

公益財団法人　高知県建設技術公社

大旺新洋㈱

㈱岸之上工務店

ミサワホーム四国㈱

㈲石川工務店

シュウハウス工業㈱

㈱建匠

明星産商㈱

廣瀬製紙㈱

㈱フタガミ

東 京 都

神奈川県

千 葉 県

愛 知 県

大 阪 府

滋 賀 県

和歌山県

兵 庫 県

岡 山 県

広 島 県

徳 島 県

香 川 県

公 務 員

高 知 県

テ

テ

テ

シ

ト

カ

ト

カ

キ

キ

キ

キ

テ

テ

テ

テ

テテ

シ

カカ

カ

カカ

ト

ト

ト

ト

ト

ケ

シ

ケ

テカ

キ

キ

ト

ト

テ

カカ

キ

ト

ト３

シ

トケ

ト

ト

トト

キ

キ

キテシシ

キ

キ

キ

キ

キ

キ

キ

キ

テ６カ

テテ

テテテ

テテテ

テテテシ

テ

テテ

テ

シ

シ

シ

シ

カ

カ

カ

カ

カカカ

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ケケケ

ケケ

ケ

ケケ

ケ

ケ

ソ

ソ

ソ

キ

キ

キテシシ

キ

キ

キ

キ

キ

キ

キ

キ

テ６カ

テテ

テテテ

テテテ

テテテシ

テ

テテ

テ

シ

シ

シ

シ

カ

カ

カ

カ

カカカ

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ケケケ

ケケ

ケ

ケケ

ケ

ケ

ソ

ソ

ソ

関
　
　
西

中  

国

関
　
　
東

　
中
　
　
部

四  

国
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　本校の最近の進学の状況については、例年約半

数が進学しているように、昨年も全体の約４９％が

進学となっています。進学先は、４年制大学へ進学

か各種専門学校への進学が大多数を占め、短期大

学への進学者は減少傾向にあります。昨年度の具

体的な進学状況は、大学82名（国公立25名[高知

大学３名・高知工科大学19名・高知県立大学３

名]、私立大学57名）、ポリテクを含む短期大学13

名、専門学校等39名でした。（別表　令和５年度

　科別進学者数を参照下さい。）

　令和２年度入試から新しい入試制度が導入され

４年が経ちました。ＡＯ入試は「総合型選抜」、推

薦入試は「学校推薦型選抜」、一般入試は「一般

選抜」へと名称と中身も変化しています。今までの

推薦入試では面接のみという大学も多かったので

すが、小論文や学科試験、面接も各教科の口頭試

問を含むなど、学力評価の方法を導入することが

必須になっています。日程に関しても、合格発表は

総合型選抜が11月以降、学校推薦型選抜は12月

以降となり、高校でしっかりと学力を身に付け大学

に進学するという動きになっています。また、指定

校推薦の合格決定後には、進学先の大学から入学

までの間に入学前教育という形で、入学までにしっ

かりと身に付けてほしい基礎学力の課題が提出さ

れることが多くなっています。

　試験内容としては、高知工科大学において、総合

型選抜で、志望理由書、調査書に合わせ、システム

工学群では物理・数学による選択の学科試験と面

接、理工学群では物理・化学・生物の選択による学

科試験と面接、情報学群では数学・情報の選択に

よる学科試験と面接とを課す中で、面接重視のＡ区

分、学科重視のＢ区分の選抜がされました。今年度

から設置されたデータ＆イノベーション学群でも数

学・英語の選択による学科試験と面接が行われま

した。そして、学校推薦型選抜では、情報学群だけ

でなく、システム工学群も本年度より実施せず、環

境理工学群、経済マネジメント学群、データ＆イノ

ベーション学群（女子枠）での実施となります。

　今年度も既に総合型選抜において香川大学と高

知工科大学に計12名の生徒が合格しています。ま

た、これから学校推薦型選抜で高知大学、高知工

科大学、高知県立大学に多くの生徒が挑戦しま

す。また、本校が大学進学において欠かすことので

きない指定校推薦が、11月１日より随時出願が始

まっています。それに向けての面接練習や学力試

験対策を行っています。

　全国的な流れとしては大学入試改革として、「大

学入学共通テスト」が、思考力・判断力・表現力を

中心に評価することで大学教育を受けるために必

要な能力を測定することを目的として実施されてい

ます。令和7年度からは英語・数学・国語・理科・社

会の５教科に加え新しく「情報」の科目もテストに

加わります。

　また、「高校生のための学びの基礎診断」も実

施され始めました。その中に、スピーキングテストな

どの内容も含まれ、これからの社会で必要とされ

る能力を踏まえ、大学進学希望者に限らず、すべて

の高校生の学習意欲の喚起と基礎学力定着に向

けた試みとしています。

　このように大学の学科改変や大学入試制度、専

門職大学など大きく進学先が変貌をしようとしてい

る中で、工業高校生徒の大学進学の手段方法に対

してアンテナを張って情報を集めなくてはいけな

い状況になっています。同窓生の皆様におかれまし

ても、ご助言等ございましたらよろしくお願いいた

します。

最近の進学状況について

進路指導部進学担当　池川　　吏

国 公 立 大 学

私 立 大 学

短期大学（ポリテク含む）

各種専門学校等

高 専 編 入

計

4

3

0

3

0

10

0

6

2

1

0

9

8

14

5

7

0

34

1

7

2

13

0

23

3

5

0

1

0

9

6

10

0

3

0

19

3

12

4

11

0

30

25

57

13

39

0

134

機械 電気 情報 化学 土木 建築 総合デザイン 計

別表【令和5年度　 科別進学者状況】
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　ジュニアマイスター顕彰制度は、取得した資格・検定やものづくり大会

入賞などが点数化され、全国工業高等学校長協会が表彰する制度です。合

計点が 30 点以上で「シルバー」、45 点以上で「ゴールド」の称号が与えられ、

特に工業技術・技能の向上が顕著である者は選考により特別表彰されます。

　また、ジュニアマイスター顕彰制度におきまして、「特別表彰」と「ゴー

ルド」の受賞者に、同窓会より卒業時に副賞として商品券が与えられてい

ます。

　近年は受賞生徒が減少していますが、それでも頑張っている生徒は多く

の資格を習得しています。

ジュニアマイスター顕彰制度

生徒の頑張りが、カタチとなる
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〈外部講師活用事業〉
◇キャリア講話　

　　ミサワホーム四国㈱　高知支店

　　瀧本　圭佑 氏

　　　令和6年10月28日（月）

　　　高知工業高等学校 会議室

〈外部講師による講演〉
◇非行防止教室（薬物乱用防止教室）　

　　クローバー薬局　管理薬剤師

　　佐々木　稚菜 氏

　　　令和6年6月18日（火）

　　　高知工業高等学校 会議室

◇非行防止教室（交通安全教室）　

　　高知南警察署　交通課長

　　織田　憲生 氏

　　　令和6年11月25日（月）

　　　高知工業高等学校 会議室

　　

〈部活動〉
男子バスケットボール部
・第60回高知支部体育大会

　　令和6年10月6日（日）

　　高知工業高等学校 体育館　第４位

バドミントン部
・令和6年度（第72回）

　高知県定時制・通信制体育大会

　　令和6年6月2日（日）

　　高知県民体育館

　　団体の部　　第３位

・第60回高知支部体育大会

　　令和6年10月6日（日）

　　高知北高等学校 体育館

　　団体の部　　第２位

　　男子個人シングルス　溝口　泰正　第２位

〈各種コンテスト等〉
◇高知県定時制通信制生徒生活体験発表会

　　令和6年10月11日（金）

　　高知県民文化ホール・グリーンホール

　　４ケ　岡西　是知

　　演題「これまでの、そしてこれからの私」

　　高知県高等学校定時制通信制　

　　教育振興会　優秀賞　受賞

◇建設技術展2024近畿橋梁模型製作コンテスト

　　令和6年11月7日(木)～8日(金)

　　大阪府大阪市　インテックス大阪

　　【会場製作部門】最優秀賞

　　２ト 島村　空晏・谷本　慶秀・山岡　まり子

　　【学生部門】最優秀賞

　　２ト 山岡　まり子

　　【学生部門】人気作品賞

　　２ト 山岡　まり子

〈各科の事業等〉
★外部講師活用事業

≪電気科≫
　　一般財団法人 四国電気保安協会

　　前田　隆司 氏

　　　令和 6年 12 月 4 日（水）

　　　演題「電気の保安について」

　　株式会社 四電工　

　　高橋　靖幸 氏

　　　令和 7年 1月 15 日（水）

　　　演題「電気工事の実務と屋内配線の技術指導」

≪土木科≫
　　有限会社 高知コンクリートサービス

　　大西　理玖 氏

　　　令和 6年 11 月 22 日（金）・29 日（金）

　　　令和 7年 1月 10 日（金）・17 日（金）

　　　　　　　　　　　　　　　　全 4日間

　　　演題「コンクリートの基礎知識の習得」
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本部より

1 ．事業計画・経過報告

4

5

6

7
8

9

10

会計監査
第1回常任役員会
第1回理事会
開校記念ゴルフ大会
総会（ザ クラウンパレス新阪急高知）
高知工業高等学校開校記念講演
大阪支部（鯨工会）総会
幡多支部（波多愛工会）総会
野球部OB会総会
東海支部（南風会）総会
第2回常任役員会
物部川支部総会
就職激励会
安芸支部（芸工会）総会
東京支部（桂工会）総会
バスケットボール部OB会
剣道部OB会（剣友会）総会

1
6
20
28
29
2
15
19
29
27
3
7
16
21
5
26
26

月 日 事　業　内　容

11

12

1

2

3

土木科同窓会
嶺北支部（吉野川会）総会 
第3回常任役員会 
第1回青年部会 
『工業ハ富国ノ基』読書感想文優秀作品表彰 
轟組高知工業OB会 
物部川支部新年会 
青年部主催 筆山公園除草作業・第2回青年部会 
同窓会入会式・記念品贈呈(定時制） 
四電高知支部総会 
臨時常任役員会 
課題研究発表会表彰 
同窓会入会式・記念品贈呈(全日制） 
ジュニアマイスター顕彰制度表彰 
同窓会通信の配布 
企業説明会
同窓会会報（第64号）発送  

16
23
30
13
24

 
26
4
8
15
18
19
28
1
3
下旬

中止

月 日 事　業　内　容備考 備考

2 ．令和6年度役員

北村　晋助
右城　　猛
吉良　　勉
小松　雄二
宮﨑　功司
岡田　雅吉
北川　雅規
中野　耕喜
麻田　健二
中尾　昭一
寺川　湖砂
嶋　　健太
中越　利和
戸田　博万
上村　正博
和田　　環
野村　　亮

名誉会長
会 長

副 会 長

監 事

昭和45
昭和45
昭和54
昭和59
昭和59
昭和60
昭和60
昭和62
昭和63
平成 6
平成17

平成1機械
平成7建築
昭和59
平成 5

校 長
土 木
土 木
土 木
土 木
土 木
機 械
機 械
土 木
電 気
情報技術
工業化学
副 校 長
教 頭
教 頭
電 気
情報技術

役　職 氏　名卒年・科
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3 ．同窓会支部組織

同 窓 会 組 織

会　　長
事務局長
支 部 長
事務局長
支 部 長
事務局長
支 部 長
事務局長
支 部 長
事務局長
支 部 長
事務局長
支 部 長
事務局長
支 部 長
事務局長

右城　　猛
中野　邦彦
池上　　博
岩崎友太郎
松本　幸平
久保内大介
小橋　壽也
杉山　康弘
黒岩　良行
山手　敏和
丸岡　克典
中村　文香
畠山多美夫
川村　博彦
福田　　充
杉本　一博

（昭45ト）
（昭47カ）
（昭39テ）
（昭40コ）
（昭53キ）
（昭60キ）
（昭53シ）
（昭61ケ）
（昭40テ）
（昭49テ）
（昭47キ）
（平 8 ト）
（昭52キ）
（昭51キ）
（昭44ケ）
（昭54ケ）

同 窓 会 本 部

東 京 支 部
（ 桂 工 会 ）
東 海 支 部
（ 南 風 会 ）
大 阪 支 部
（ 鯨 工 会 ）
安 芸 支 部
（ 芸 工 会 ）

物 部 川 支 部

嶺 北 支 部
（吉野川会）
幡 多 支 部
（波多愛校会）

本部直通　℡ 088－831－4133
kths2004dousoukai@leaf.ocn.ne.jp

℡ 080－7453－0801

℡090－7857－8782

℡090－8385－3006

℡090－8281－8292
℡090－3783－2821

℡090－6281－1885
℡090－5143－0481

℡090－8696－7555

名　　称 役　職 連　絡　先   氏　　名  （卒年科）

 4．業務時間について
　

　本部にご用の方は、下記時間帯にお願します。

　平日　11：30～15：30　（水曜日・土・日・祝祭日を除く）

　尚、HPからもお問い合わせが出来ますのでご活用下さい。



高知県立高知工業高等学校同窓会会則

第１章　　総　　　則 
（名　称） 
第１条　本会は高知県立高知工業高等学校同窓会と称する。

（目　的） 
第２条　本会は、会員相互の親睦と向上を図ると共に、母校の隆盛・発展に寄与することを目的とする。 

（本　部） 
第３条　本会は、本部を高知市桟橋通2丁目11番6号高知県立高知工業高等学校におく。 
　 

第２章　　事　　　業
（事　業） 
第４条　本会は、第２条の目的を達成するため、次の事業を行う。 
　　　　１．会員の連携と親睦を深めるための事業
　　　　２．母校の事業支援
　　　　３．会員名簿の作成
　　　　４．会報の発行
　　　　５．その他本会の目的達成に必要な諸事業
　 

第３章　　組　　　織 
（会　員） 
第５条　本会は、次の会員をもって組織する。 
　　　　１．正会員
　　　　　（イ）高知工業学校を卒業した者
　　　　　（ロ）高知工業高等学校を卒業した者
　　　　　（ハ）高知市立高知工芸学校を卒業した者
　　　　　（ニ）高知市立工芸高等学校を卒業した者
　　　　　（ホ）高知工業学校工場見習修了者及び技術員養成所修了者
　　　　　（ヘ）（イ）、（ロ）に在籍した者で役員の推薦により会長が承認した者
　　　　２．特別会員
　　　　　（イ）本校に特別縁故のある人で役員の推薦により会長が承認した者
     　        
（役　員） 
第６条　本会は、次の役員をおく。 
　　　　１．会　長　　　　　　　　　１名
　　　　２．副会長　　　　　　　　若干名
　　　　３．事務局長　　　　　　　　１名
　　　　４．事務局次長（会計担当）　１名 
　　　　５．監　事　　　　　　　　　２名
　　　　６．理　事　　　　　　　　５０名以内とする

（役員の任務） 
第７条　本会の役員は次の任務を負う。　 
　　　　１．会長は、常任役員会を招集し、会務を統括し本会を代表する。 
　　　　２．副会長は会長を補佐し、会長不在若しくは事故ある時は、その任務を代行する。 
　　　　３．事務局長は、事務全般を統括する。
　　　　４．事務局次長は会計事務を担当する。 
　　　　５．監事は、会計を監査する。
　　　　６．理事は理事会に出席し、常任役員会の諮問事項を審議する。　
   
（役員の選出） 
第８条　本会の役員は、次のように選出する。 
　　　　１．会長、副会長及び監事は理事会において正会員より選出し、総会の承認を得る。
　　　　２．理事は、正会員の中から会長が委嘱する。
　　　　３．事務局長、事務局次長は、正会員の中から会長が指名する。
　　　　４．母校校長を名誉会長に推薦する。
　　　　５．母校副校長、教頭を副会長に推薦する。

　　　　
第９条　本会に顧問及び相談役をおくことができる。
　　　　顧問及び相談役は、常任役員会または理事会の推薦により会長が委嘱する。
　　　　　
（役員の任期） 
第10条　事務局長、事務局次長以外の役員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。
 　 

第４章　　会　　議 
（会　議） 
第11条　本会の会議は、総会・常任役員会・理事会とする。

（総　会） 
第12条　総会は、本会の最高議決機関で、会長がこれを招集する。 
　　　　　
（常任役員会） 
第13条　常任役員会は、会長・名誉会長・副会長・事務局長・事務局次長・監事で構成する。
　　　　常任役員会は、本会の執行機関で、その任務は次の通りとする。
　　　　１．総会で議決された事項の執行
　　　　２．総会に提出する予算の編成、事業計画の立案、報告書の作成
　　　　３．予算の補正並びに決算書の作成
　　　　４．本会則の改正案の作成
　　　　５．その他必要と認める事項

（理事会） 
第14条　理事会の構成は、顧問、相談役、理事、常任役員とする。
　　　　理事会は会長が招集し、常任役員会の諮問事項を審議する。

（会議の議決） 
第15条　議決は出席会員の過半数による。 

（支　部） 
第16条　本会には、会員の多い地域・職域に支部を置くことができる。
　　　　支部には支部長をおき、支部長は会長の委嘱により理事となる。
　　　　　

第５章　　会　　　計 
（運営経費）　 
第17条　本会の運営経費は、入会金・会費・寄付及びその他の収入をもってこれに充てる。
　　　　１．入会金は、全日制生徒3,600円、定時制生徒2,400円とする。
　　　　２．会費は、年会費1,500円、終身会費20,000円とする。
　　　　　　ただし、卒業時の終身会費は、18,000円とする。

（会計年度） 
第18条　本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり翌年３月３１日をもって終わる。  
　 

第６章　会則の改正
（会則の改正） 
第19条　会則の改正は総会において、出席者の３分の２以上の賛成を得なければならない。
　 
（付　則） 
　昭和29年11月25日改正
　昭和43年５月４日改正
　昭和44年５月８日改正
　平成３年５月４日改正
　平成７年５月３日改正
　平成23年５月４日改正
　平成26年５月４日改正
　令和 4年５月15日改正
　令和５年 4月 29日改正
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第１章　　総　　　則 
（名　称） 
第１条　本会は高知県立高知工業高等学校同窓会と称する。

（目　的） 
第２条　本会は、会員相互の親睦と向上を図ると共に、母校の隆盛・発展に寄与することを目的とする。 

（本　部） 
第３条　本会は、本部を高知市桟橋通2丁目11番6号高知県立高知工業高等学校におく。 
　 

第２章　　事　　　業
（事　業） 
第４条　本会は、第２条の目的を達成するため、次の事業を行う。 
　　　　１．会員の連携と親睦を深めるための事業
　　　　２．母校の事業支援
　　　　３．会員名簿の作成
　　　　４．会報の発行
　　　　５．その他本会の目的達成に必要な諸事業
　 

第３章　　組　　　織 
（会　員） 
第５条　本会は、次の会員をもって組織する。 
　　　　１．正会員
　　　　　（イ）高知工業学校を卒業した者
　　　　　（ロ）高知工業高等学校を卒業した者
　　　　　（ハ）高知市立高知工芸学校を卒業した者
　　　　　（ニ）高知市立工芸高等学校を卒業した者
　　　　　（ホ）高知工業学校工場見習修了者及び技術員養成所修了者
　　　　　（ヘ）（イ）、（ロ）に在籍した者で役員の推薦により会長が承認した者
　　　　２．特別会員
　　　　　（イ）本校に特別縁故のある人で役員の推薦により会長が承認した者
     　        
（役　員） 
第６条　本会は、次の役員をおく。 
　　　　１．会　長　　　　　　　　　１名
　　　　２．副会長　　　　　　　　若干名
　　　　３．事務局長　　　　　　　　１名
　　　　４．事務局次長（会計担当）　１名 
　　　　５．監　事　　　　　　　　　２名
　　　　６．理　事　　　　　　　　５０名以内とする

（役員の任務） 
第７条　本会の役員は次の任務を負う。　 
　　　　１．会長は、常任役員会を招集し、会務を統括し本会を代表する。 
　　　　２．副会長は会長を補佐し、会長不在若しくは事故ある時は、その任務を代行する。 
　　　　３．事務局長は、事務全般を統括する。
　　　　４．事務局次長は会計事務を担当する。 
　　　　５．監事は、会計を監査する。
　　　　６．理事は理事会に出席し、常任役員会の諮問事項を審議する。　
   
（役員の選出） 
第８条　本会の役員は、次のように選出する。 
　　　　１．会長、副会長及び監事は理事会において正会員より選出し、総会の承認を得る。
　　　　２．理事は、正会員の中から会長が委嘱する。
　　　　３．事務局長、事務局次長は、正会員の中から会長が指名する。
　　　　４．母校校長を名誉会長に推薦する。
　　　　５．母校副校長、教頭を副会長に推薦する。

　　　　
第９条　本会に顧問及び相談役をおくことができる。
　　　　顧問及び相談役は、常任役員会または理事会の推薦により会長が委嘱する。
　　　　　
（役員の任期） 
第10条　事務局長、事務局次長以外の役員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。
 　 

第４章　　会　　議 
（会　議） 
第11条　本会の会議は、総会・常任役員会・理事会とする。

（総　会） 
第12条　総会は、本会の最高議決機関で、会長がこれを招集する。 
　　　　　
（常任役員会） 
第13条　常任役員会は、会長・名誉会長・副会長・事務局長・事務局次長・監事で構成する。
　　　　常任役員会は、本会の執行機関で、その任務は次の通りとする。
　　　　１．総会で議決された事項の執行
　　　　２．総会に提出する予算の編成、事業計画の立案、報告書の作成
　　　　３．予算の補正並びに決算書の作成
　　　　４．本会則の改正案の作成
　　　　５．その他必要と認める事項

（理事会） 
第14条　理事会の構成は、顧問、相談役、理事、常任役員とする。
　　　　理事会は会長が招集し、常任役員会の諮問事項を審議する。

（会議の議決） 
第15条　議決は出席会員の過半数による。 

（支　部） 
第16条　本会には、会員の多い地域・職域に支部を置くことができる。
　　　　支部には支部長をおき、支部長は会長の委嘱により理事となる。
　　　　　

第５章　　会　　　計 
（運営経費）　 
第17条　本会の運営経費は、入会金・会費・寄付及びその他の収入をもってこれに充てる。
　　　　１．入会金は、全日制生徒3,600円、定時制生徒2,400円とする。
　　　　２．会費は、年会費1,500円、終身会費20,000円とする。
　　　　　　ただし、卒業時の終身会費は、18,000円とする。

（会計年度） 
第18条　本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり翌年３月３１日をもって終わる。  
　 

第６章　会則の改正
（会則の改正） 
第19条　会則の改正は総会において、出席者の３分の２以上の賛成を得なければならない。
　 
（付　則） 
　昭和29年11月25日改正
　昭和43年５月４日改正
　昭和44年５月８日改正
　平成３年５月４日改正
　平成７年５月３日改正
　平成23年５月４日改正
　平成26年５月４日改正
　令和 4年５月15日改正
　令和５年 4月 29日改正
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会　費

同窓会会費　■ 終身会員でない方は年会費  1,500円
　　　　　　　　　　　　　　　  をお願いします。

　　　　　　■ 終身会費（終身会員でない方）20,000円
　　　　　　　　　　　　　　　  をお願いします。

寄付金の募集も行っています。

何卒ご協力のほどよろしく

お願いいたします。

総会懇親会　■ 会　費  8,000円

※ 終身会員の方は、タックシール住所・お名前の横に
　 示しております。
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本　社 〒781－8006　高知市萩町1丁目5番13号
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愛媛／福島／愛知／福岡

［海外拠点］上海／バンコク
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781-8008 高知市潮新町 2-14-18　　088-833-3412　　088-831-2128　　sinsatsu@gmail.com〒

～ 一枚の紙に生命を吹き込む ～

有限会社三宮印刷
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高知市はりまや町１-13-13
TEL 882-3371

株式会社
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〒780-8040  高知市神田 1 5 1 8 - 7 　
TEL（088）832-4885　FAX（088）831-2429

携帯電話  0 8 0 - 3 9 2 0 - 4 8 8 8
E -m a i l：k o c h i l i n e r@ h b . t p 1 . j p

区画線・道路標示・交通安全施設工事

代表者 大　　﨑　　　　孔
こ う

株式会社
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電 設 資 材 販 売

株式
会社

高知市塩屋崎町二丁目 12-43〒780-8014

横 山 電 機
T E L
F A X

（088）代表 833-2272
（088）8 3 3 - 0 8 2 0
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住所 〒781-5103 高知市大津乙955番地9
TEL 
FAX
携帯
E-mail  nakamura@mikio.biz
PCホームページ  http://www.mikio.biz

（088）855-3830
（088）855-3831
（080）3925-6969

一般社団法人　四国電気管理技術者協会　会員

中村幹生電気保安事務所

中村  幹生
電気主任技術者

Mikio Nakamura

業務内容
自家用電気工作物の保安管理業務
高圧受配電設備の各種試験
電気に関するコンサルタント等
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高知工業学校校歌

作詞　工業学校教諭　　岡林　九敏
校閲　早稲田大学教授　相馬　御風
作曲　市第三小訓導　　岡　　　寛

 1 ．鯨鯢吼ゆる南溟の

　　怒涛逆巻く快天地

　　万岳の翠北に負い

　　ここに生れし健男児

   

 2 ．富国の基は工業の

　　発展進歩にあるぞとて

　　偉人の遺せし勲業ぞ

　　我が学舎に輝ける

   

 3 ．火頭水身両翼の

　　校旗の光燦として

　　集える健児一千余

　　向上の意気天を衝く

   

 4 ．学界彼岸は遠くとも

　　勇往邁進たゆみなく

　　造化の宝庫開き得て

　　いざや尽くさん国のため

高知工業高校校歌

作詞　田村　司郎
補作　校歌作成委員会
作曲　平井　康三郎

 1 ．筆山のみどりに映えて

　　城南の空かがやく朝

　　たくましき科学の力

　　建設の息吹いさまし

　　　工業地帯

　　わが学び舎の希望の窓に

　　おお　雲が呼ぶ　雲が呼ぶ

　　

 2 ．伝統の美風をまもり

　　集う若人こころは燃えて

　　あたらしき技術を磨く

　　この理想つねにかわらじ

　　　工業高知

　　わが学び舎の甍の上に

　　おお　虹が立つ　虹が立つ

　　

 3 ．身をきたえあこがれ清く

　　羽搏かんいざいざ火水鳥

　　たゆみなき生産の歌

　　大空にひびけとどろけ

　　　工業日本

　　わが学び舎の誇りも高く

　　おお　旗が鳴る　旗が鳴る




